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序文

県内 2位の広大な市域を有する君津市は、現在も豊かな自然が多く残り、

市内を流れる二大河川の小糸川 ・小橿川流域を中心に、数多くの遺跡が所

在しております。先人たちの生活の痕跡は、様々な歴史を物語ってくれま

す。これらの貴重な遺跡を、私たちは後世へと伝え残してし1かなくてはな

りません。

しかしながら、経済発展や地域活性化のための開発行為など現代人の働

きによって、遺跡が壊されてしまうことが多いのも実情です。このような

状況のなか、開発と遺跡保存の一つの解決策として講じているのが、事前

に発掘調査を実施し、その記録を報告書として後世へ残す 「記録保存」と

いう手段であります。

本報告書は、民間開発事業に伴い発掘調査を実施した上湯江遺跡の成果

をまとめたものです。今回の調査では、古墳時代後期から奈良・平安時代

にかけての竪穴住居跡や掘立柱建物跡など、人々が生活していた痕跡をみ

つけたほか、古代の水滴の可能性がある小型平瓶もみっかり、当地区を考

える上で重要な成果を得ることができました。

本書が学術資料、教育資料として活用されるとともに、市民をはじめ多

くの皆様の目にとまり、遺跡というものがごく身近にも存在しているとい

うことを認識していただく契機となり 、埋蔵文化財の保護を推進すること

ができれば幸いです。

結びにご指導・ご助言いただきました千葉県教育庁教育振興部文化財課、

発掘調査・整理作業に従事した調査補助員の方々、ご協力いただいた地域

の方々、関係者の皆様に対しまして、心から感謝の意を表します。

平成 31年 3月

君津市教育委員会

教育長山口喜弘



l. 木書は、平成 28・29年度調査実施の千葉県君津市上湯江 1287-1他に所在する上湯江遺跡Nの成果

を収録した発掘調査報告書である。

2.調査は、千葉県教育委員会の指導のもと、君津市教育委員会が実施した。

3. 事業名および発掘調査の期間・面積、整理期間は以下のとおりである。

トマト栽培施設建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

(確認調査)平成 28年 11月 21日~平成 29年 1月 19日

例

1，230 rrf /40， 748 rrf 

997 rrf /27， 763 rrf 

8， 980 rrf 

平成 29年 5月 8日~同年6月 22日

平成 29年7月 10日~同年 12月 27日

(整理作業)平成 30年6月5日~平成 31年3月 15日

4.発掘調査は、平成 28年度曽我真実子・豊巻幸正、平成 29年度曽我が担当した。整理作業・原稿執筆・

編集は曽我が担当した。

発掘調査で使用した遺跡コードは、上湯江遺跡:K T 056である。

(本調査)

コードなお、遺物注記の際には、

の次に調査地点を付した(例 :Kて056N)。

遺構 ・遺物の縮尺は各実測図に明記した。方位は座標北であり、測量地は世界測地系による。

今回の調査に伴う遺物 ・図面 ・写真等の記録類は、君津市教育委員会で保管する。

5. 

6. 

調査組織は下記のとおりである。

《君津市教育委員会》

7目

8目

平成 28年度

教育長 :山口喜弘

生涯学習文化課長 ・矢野淳一

文化財主事 ー朝倉

平成 29年度

教育長 I 山口喜弘 教育部長 .鈴木盛一

生涯学習文化課長.矢野淳一

文化財主事.朝倉

平成 30年度

教育長 ι 山口喜弘 教育部長 。加藤美代子

生涯学習文化課長・矢野淳一 面Ij主幹(事 )文化振興係長 ー嘗異紀子

文化財主事・朝倉唯 文化財主事曽我真実子

9. 発掘調査から本書の刊行にいたるまで、 千葉県教育委員会をはじめとする関係諸機関の方々からご指

教育部長 :鈴木盛

副主幹(事)文化振興係長:富民紀子

文化財主事ー曽我真実子 文化財主事(再任用)・ 豊巻幸正B佐

副主幹(事)文化振興係長 富民紀子

文化財主事・曽我真実子仕
比

導・ご協力をいただいた。記して感謝の意を表したし、(敬称略 ・玉十音順)。

浅野健太、伊藤拓郎、稲葉昭智、稲葉理恵、岡山亮子、鎌田望里、川田航平、佐粧和也、多国あゆ美、

能城秀喜、牧武尊、松本勝、宮本敬一、君津地方社会教育研究会文化部会

例凡
君津市(l : 25，000)国土地理院発行、第2図地形図「鹿野山」1. 本書で使用した地形図は、第 1園

地形図 ID-5J(l・2，500)君津市発行である。



2 遺構番号については各遺構ごとに通しで番号を付した。 ピットについては、図示する造物が出土した

もののみ記載し、図示する遺物が出土していないピットについては表にまとめた。

3.一括して記載した遺物については、番号脇の内に遺梢番号を記 した。

4.整理作業時に遺構の性格を検討した結果、遺構番号を変更した遺構がある。 出土遺物には、発掘調査

時の遺構番号で注記を行った。遺構番号の新旧対応は以下のとおりであり、各遺構の記載にも旧遺構番

号を記載した。

(新) SE-002 →(旧)SK一001

SE-003 → SK-005 

SB-004 → P-51・52・55・57

SB-005 → SK-61・62・63・70・7l、P-108

5 遺構 ・遺物実測図のスクリーントーンは、下記のことを示す。

〔遺構〕

駐口 口
〔遺物〕 赤彩 柚薬

口口 批口 口 口
日次
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第1章 はじめに

1 調査にいたる経緯

平成28年 10月20日付けで、株式会社君津とまとガーデンより文化財保護法第 93条に基づく「埋蔵文

化財発掘の届出についてj の提出があった。 開発目的はト マ ト栽培施設建設で、 I~fol 発予定面積は 65 ， 286

Idで、ある。開発区域は「周知の埋蔵文化財包蔵地内(上湯江遺跡)Jで、開発着手前に雌認調査を実施す

る必要がある旨を事業者に説明した。協議の結果、計画どおり事業を行うことになり、遺跡の規模及び性

格を把握するための確認調査を実施することとした。1i'ui認吉川査は、平成 28年 11月 2111から平成 29年 1

月 19日、平成 29年 5月8FI から同年 6 月 22 日まで行った。 確認、制査の結果、古墳n~J 代から奈良 ・ 平安

時代の構跡や土坑、ピットが検出されたため、事業者と市教育委員会生涯学習文化説とで再度協議し、本

調査を行うこととした。本調査は、平成 29年 7月 1011から同年 12月271=1まで行った。なお、調査はす

ベて君津市教育委員会で、行った。

2 地理的・歴史的環境 (第1図)

上湯江遺跡は、君津市上湯江に所在し、 ]R内房線君津駅の南東約l.5km地点にある。小糸川下流域の

左岸の低位段丘に位置し、標高は約 11m前後である。遺跡周辺の環境は、/卜糸川右岸はすでに市街化が

進んでいるのに対して、左岸は水田が広がり自然が多く残っている。左岸の低地 ・圧陵上には多くの埋蔵

文化財が所在しているが、調査例は少ないため様相はIJ月らかではない。

発掘調査がされた周辺の遺跡をみると、同じ低地遺跡であり、区画整理の計画範囲に入っていた2 富

吉遺跡、 7 釜神遺跡、 8 中富遺跡がある(1)。

富吉遺跡では、古墳時代後期の竪穴住居跡(以下住居跡)34軒 、i前跡、36条、古境周1荷1条、奈良 ・

平安時代の掘立柱建物跡 13棟のほか、古代のIJ庄IJI半、 I-II!-II:の土坑などが検出され、古墳時代後期から奈良・

平安時代にかけて集落が営まれていたことが判 I~イした。 また、近年の調査成果 (2) では古墳時代中期の遺

物や構跡、住居跡を確認していることから、当該J:lJIの集結が存在する可能仙も考えられる。釜神遺跡は小

糸川の河道跡で、あり 、近世の櫛跡、 IJ庄畔が検出された。III富遺跡は、小糸川の何道WFに囲まれているが、

中富地区の中心一帯は周囲よりも若干標高が高いので、遺怖が存在している可能性が 卜分に考えられる。

南東側約 2.Okmに低地遺跡の 25 常代遺跡(3)や26 郡条里遺跡、 (めがある。常代追跡は、弥生時代から

奈良時代までの複合遺跡であり 、 iVI\生時代中期の方形)í5J ìNi 基1 1午、 I~ï墳時代中 ・ 後期の集落跡、 jJi司立柱建物

群などが調査され、ヲJ¥生H寺代中期の河川跡からは多量の木製lIj占が出土している。対1¥条里遺跡では、古代条

里制と関係のある惜跡や水田跡を確認している。丘陵上には縄文H寺代から古墳時代までの包蔵地である

33 上野台遺跡、石製模造品を伴う祭相関連遺跡の 30. f:Li二台遺跡 (5)があるが、 報告書未刊行のため詳

細は不明である。古墳については、古境時代後期の群集境である C 元秋葉台肯墳群 (6)や、古墳時代終

末の墓制である D.元秋葉台横穴群(7)で一部調査が行われており、遺存状態が良好な須恵器等の遺物が

出土している。三舟I-Liの麓には、中世の 39 鎌倉街道と推定される房総住還も残されており、古代から

中世まで各時期の文化財が多くみられる地域である。

註 (1) ~'，畠F吉遺跡君何

『富吉遺跡lt平確認調査訓告75日II1997 君津市教育委員会



1上湯江遺跡 2 富吉遺跡 3 八幡西遺跡 4 八幡前古境

⑤ 貞元塚田古墳 7 釜神遺跡 8 中富遺跡 9 八崎遺跡

11 天神遺跡 ⑫ 南子安古墳 ⑬ 南平安子安坂古墳 ⑬ 寺の前古I実

⑬ 下道古墳 ⑪ 馬門古i責 18子安陣屋跡 19埜田遺跡

21 八幡東遺跡 ⑫ 杢師古墳 23八幡神社古境 24外箕輪遺跡

26郡条里遺跡 27八幡権現塚 28郡西遺跡 29元秋葉台遺跡

31 下荘台古I貢 32中荘台古墳 33上野台遺跡 34上湯江よ野台古墳

JID.去木作古墳 37陣所古墳 38三船台遺跡 39鎌倉街道(房総往還)

41 春日神社塚 42浅間I家

A 三船台古i責群 B 上野古墳群 C 元秋葉台古墳群 D元秋葉台横穴群

※番号l二O印のあるものは、すでに消滅

第 1図周辺の遺跡 (1: 25，000) 

~ '，庁品E吉j造t立kif，跡亦i併1"'1作、F川(μ('1

(2幻) ~富 1肯干j造立跡 I U 2叩01げ7 4羽'."1"パiド!:rけ市li救f育「委員会

~'，岳吉遺跡 v ~ 20J9 ;-f1，iI1r!i教育委員会

『 干?成 30 イ|三 度-iJ (i~di内遺跡先制調査報告占 ~ 2019 君津市教育委員会

(3) ~ 1ì\ 代遺跡;ll下(，(Ii~.包調査報特手"' 11 1989 1';津市教育委員会

『常代遺跡; .1作 ~ 1996 fH f.lll.上人必十Ilf，lI市文化財センター

2 

5 貞元遺跡

10下湯江陣屋跡

⑬ 下迫古墳

20花輪堂古墳

25常代遺跡

30下荘台遺跡

35.去木作遺跡

40下三船古墳



『71ィーに遺跡 [1~ 1998 財団法人沿津郡市文化財センター

『国道 127号 埋蔵文化財調査報告書 だl件i市常代遺跡六反免地区、郡条里遺跡、右1¥泣跡(2)、Alf¥遺跡(3)、

小111野遺跡、 ~ 2004 財団法ノ¥千葉県文化財センター

(4) W jll\条里遺跡/1幻想調査判告書~ 1988 君津TIJ教育委員会

W 4111条里遺跡発掘調査制告書~ 1990 君津Jli教育委員会

n:日条里遺跡 [1~ 1992 財団法人君津郡市文化財センター

W jllí条里遺跡凹 ~ 1994 財団法人右津郡市文化財センター

『国道 127}y 哩蔵文化財調査報告書一君、沖Ili1i¥代遺1M1卜六反免地区、都条旦遺跡、 1111辿跡 (2)、柿遺跡 (3)、

小山野遺跡一 ~ 200'1 財団法人千葉県文化財センター

(5) W千葉県君沖4111君津!日l誌後編~ 1973 

(6) W冗秩葉台 32 号墳発抑制査報告引 ~ 1977 君津市教育委員会、貞元・新御堂造一跡発姻調査会

(7) W平成 6 年度ぷ津市内追跡発掘訓査報告書~ 1995 若手IJ:rli教育委員会

参考文 I ~政

『千栄県埋蔵y化財分布地I~I (4) 一君津 ・夷隅・安房地区(改訂版) -~ 2000 千葉県教育委員会

3 遺跡の概要(第2図)

上湯江遺跡は、古墳時代等遺物包蔵地として周知の遺跡、であり、君津市貞元土地区画整理組合による区

画整理計画に伴い、平成 6・7年度に確認制査(t)を実施している。平成 6年度には遺跡北側の 3か所、

平成 7年度には遺跡中央部の4か所の計7か所で トレンチを設定して調査した。平成6年度調査部分では、

奈良・ 平安時代の掘立柱建物跡を 3棟以上碓認し、 8世紀代の土器が出土している。また、上湯江字市場

において 1964年の団地造成の際に採集された遺物の紹介をしており 、該当資事|も同様の時期を示すこと

から、古代の集悼の存在を示唆している。このほか、中世の井戸跡と構跡が検出され、出土陶磁器のなか

にも 12世紀末から 13世紀前葉の龍泉窯系のl愉花碗、初期かわらけがあり、鎌倉とのつながりのある在地

領主層の屋敷跡があったとも考え られている。平成 7年度調査部分では、沼沢地の様相を示し遺構は確認

できなかった。平成お年度 (の には{I主|人住宅建設に伴し哨主忍 ・本調査を実施し、古墳時代後期から奈良 ・平安時代

の溝跡、ヒ。ッ卜、土坑をb儲tdした。狭し、調査面積であるが多量の土器が出土しており、なかには湖西窯産の須恵器部

もみらjψ長落の展開を検討する上で重要な成果となった。また、平成26年度ωにも{Ii'll人住宅建設に伴う石信官、・本調

査を実地し、 t填n~f代後期間住居跡や榊跡、土坑、ヒ。ッ卜を多粉食出した。 そのなかには、古墳の周精と考えられる

弧状の備跡も見られた。従来、 上湯江地区の低地部分には墳Eを有する古墳はないとされていたが、調査によって、

墳丘を失った古墳の周溝と同時期の白舌を検出したことで、古墳時代後期の集落の相主を考える新たな成果が得られ

た。

また、上場江は地名から周准郡の 「湯坐郷Jの地と推定されている。

3 
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註(1)W富吉遺跡群確認調査報告書111996 君津市教育委員会

(2) W平成 23年度君津市内遺跡発掘調査報告書112012 君津市教育委員会

(3) W平成 26年度君津市内遺跡発掘調査報告書112015 君津市教育委員会

4 調査の方法(第3・5図)

確認調査は対象地内における遺構の分布と種別を把握するため、 対象地 65，286rrflこ2X5mの 卜レン

チを 223本設定した。調査を実施するにあたり 、公共座標に基づく 基準点測量及び現況測量は専門業者が

行った。写真撮影はデジタノレカメラを使用した。

確認調査は、平成 28・29年に実施した。平成 28年度調査は 1，230/40，748rrf、平成 29年度調査は

997/27， 763 m'を確認した。遺構確認面までの表土を重機で除去した後、鋤簾を用いて人力により遺構検

出作業を行った。現地表面から確認面(困層上面)までは O.25 ~ l. 34 mで、ある。確認調査の結果、古墳

時代溝跡6条 ・士坑4基、奈良 ・平安時代構跡 16条 ・土坑4基 ・ピット 9基が検出されたため、事業者

と市教育委員会生涯学習文化課とで協議し、本調査を実施することとなった。

本調査範囲を決定するにあたり、平成 28・29年度確認調査 (68，511ni )と平成 6年度確認調査 (2，756 

rrf) の成果を踏まえ、本調査範囲 (8，980ni ) を決定した。本調査範囲は地形や現況か ら I ~ V 区に分け、

番号順に調査を実施した。遺構確認面までの表土は重機により 除去し、本調査範囲の遺構検出作業、覆土

掘り下げは人力で、行った。公共座標に基づく 基準点測量は専門業者が行い、この杭を用いて実測作業を行っ

た。出土した遺物は遺構ごとに取り上げた。遺構の平面図は基準杭を用いて平板測量を行った。III'N区

調査中の平成29年 10月は台風等の影響で雨量が多く、 調査区が冠水することが何度かあったが、 水中ポ

ンプで汲み上げを実施した。調査終了後は重機により排土を埋め戻して現状復帰し、現地作業を終了した。

5 基本土層(第4 ・5図)

現況は、 水田及び畑であり、南北が高く 中心に向かつてゆるやかに下がる地形である。基本土層は調査

区南側の① ・②、北側の③で記録した。地山層は皿層の灰白褐色砂質士で、③で確認し、南側では確認

されなかった。地山層は、現地表から深さ 5~ 134 CIll で、検出する。 調査区北東側では現表下から深さ 5~

10 CJJlと浅く、これは、調査実施前まで耕作をしており、上面は削平を受けていたと考えられる。地山層

が確認できたのは本調査範囲である調査区の北側のみで、それより南側では確認面 (III層 )が検出されず、

植物腐食層が厚く堆積し、その下面から青灰色砂質土を検出した。南側では、地盤が弱かったため、水田

耕作時に沈まないように、多量の砂や木片を入れてある箇所があり 、昔から地盤が脆弱であったことが分

かる。また、調査区全体で湧水が激しく、特に確認、面が検出されなかったト レンチでは常に水が溜まって

おり 、沼地のような状況であったことが想定される。

-5一
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第2章調査成果

1 検出遺構(第6図)

今戸|の調査では、本制査範囲をl也形や現況から51ヌー阿に分け、調査を実施した。訓在成果も各区画ご

とに報告する。検出した逃梢は、古墳時代竪穴住居跡 1iliF・構跡10条 ・土坑 11;1;¥;.ピット 6基、奈良 ・

よIL安H寺代竪穴住居跡6刺 .JiO¥立住建物跡6棟 ・構跡 24条 ・土坑 50基 ・井戸3基 ・ピット 136基・性格不

明辿情 1 基、中世井戸 1 基、近11!:潜跡 1 条 ・ 井戸 1 基 ・ þ~跡 l 基 ・ 性格不明遺構 11主である。

2 1区(第7図~第 10図)

溝跡

SD-001 (第7・10図)

重複関係 (新)SD-002・003、SE-002→(旧)SD-OOl 

規模・形態・構造 伺 L. 0~ 1. 3 1l1、深さ O. '1 111、検山部分の長さは 12.21l1o 19(frJにI11Iがる構で、断面

形はU'宇状である。

遺物 土師器片が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SD-002(第7・10図 )

重複関係 (新)SD-002・003→(旧 )SD一001

規模・形態・構造 III@ O. '1 ~ O. 6 111、深さ O.4 111、検出部分の長さは 9.2 111。北東一雨凶方向に走る構で、

断面形は逆台形状である。

遺物 なし

SD-003(第7.10図)

重複関係 (新)SDー002・003→(旧)SD-OOl

規模・ 形態・構造 幅 O.LI ~ O. 6 111、深さ 0.2m、検山部分の長さは 9.2m。北東一南西}j向に走る溝で、

断面形は逆台形状である。

遺物 なし

SD-004(第 7・10図)

重複関係 (新)SE-001->("二I) SIJ-OO'1 

規模・形態・構造 III~ 3. 2 111、深さ0.2m、検出部分の長さは 24.5mo北西 南東方向に蛇行した溝で、

IJ;!r面形は皿状である。

遺物 なし

SD-005(第7・10図 )

重複関係 なし

-8一
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規模・形態・構造 111高0.8111、深さ 0.2111、検出部分の長さは 71110南北方向に走る溝で、断面形はllIl.状である。

遺物 なし

SD-006(第7 ・8図)

重複関係 (新)SDー007→(旧)SD-006 

規模・形態 ・構造 幅 0.8111、深さ 0.2111、検出部分の長さは 9.51110北西一南東方向に走る鴻で、断面形

は皿状である。

遺物 なし

に
片
¥

5K-002 

5PE O 5PE J 
〉マλ、:03ず
主主三三三τ士二

5D-006 一 一一

げ、

ペコィ、

一一.---

一一/ 

ペ夕刊シ
♂---=--------:=-工 -¥1

、l'
司
-<、

。ι凶 O (Sニ1'200) 5m 

5D-007 

仁二コ

~ 
10.4π1 

SPC・ SD.OO立 SPG'

一仁二コ-

(F-F'，G-G') 

1 暗褐色土 E量化鉄分、有機物(植物腐食)を吉むaしまリあリ。枯性あリ。
2 暗黒褐色土 有機物(植物腐童)を吉むcしまりあり。粘性あり。
3 暗褐色土 灰褐色粘土ブロンヴをy豊吉む。しまリあり す占性あリ。
4 青灰褐色土砂質居。底面に水平1"堆積する。
5 暗灰褐色土 灰褐色粘土ブ口ッイ?を多量吉むoしまりやや強い。
6 青灰褐色士 粘土ブロンウ、砂を吉む。しまリあリ。
7 暗渇色土 灰褐色粘土ブロック、霊化鉄分を吉む。しまりあリ

B 暗褐色土 灰褐色粘土フロック多豊吉む。酸化鉄吉むーしまリ粘性あり。
9 暗黒褐色土 灰褐色粘土ブ口 yクを吉む。有機物(植物腐食)を吉む。しまりあり。
10暗褐色土 1屈に比べ、灰褐色粘土フロッヲが世量ーしまリEリ
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(E-E') 

1 黒褐色士 黄褐色粘土ブロック丑吉む。粘性強い。しまリややあリ。
2 黒褐色土 黄褐色粘土粒、有機物(植物腐童)を吉む。枯性強いしまリややあリ。

-亡コ
O (S=1.60)1m 

O (S=1.10) 2O(m 
1 (5D-007) l 

第8図 SD-006・007、SK-002・003実測図
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SD-007(第8図)

重複関係 (新)SK-003→ SD一007→(I日)SD-006 

規模・形態・構造 l幅2.3111、深さ0.5m、検山部分の長さは29.01110 西一東方向に走行する溝で、断面形は、

逆台形状である。南東方向のIV区で同一11屈の講を確認しており 、同一遺構とした。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示 し得るものはない。加工痕のある板状木製品が出土した。

土坑

SK-002(第8図)

重複関係 なし

大きさ 特徴

長さ 116.2仁川 表的1全r([iに工兵痕があり 、平滑にしている。文字

最大幅 17.3(:111 や抑り込みは確認できない。下部と中央部が炭化

最大j平 5.8CIlI している。

表 SD-007出土遺物観察表

色調焼成 胎土

規模 ・形態 ・構造 直径 1.8 111、深さ1.0111。平面形は円形である。若干であるが両側に扶り込みがある。

遺物 なし

座棺

SZ-001 (第9図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 直径 1.2 11"1、深さ し4m。平面形は円形である。棺は、厚さ3.0CJ1lの板を 16枚組み

合わせて作られている。底面には水抜きの穴が聞いており、検出した際には水抜きの穴に木材で栓が閉め

られていた。

遺物 18世紀後半から 19世紀の陶磁器、肯銭、櫛が出土した。図化はしなかったが、遺構覆土から縦5.5CJ1l、

横 20.5CJII、高さ 6.5CJ1l、 重量634.05gの牒が出土した。また、古銭の孔に通してあった麻紐が残っており、

遺存長は 33.5CJIIで、ある。

NO 器種種類 遺存率 大きさ 特徴 色調焼成 胎土

1 IlIIl ( li*~tfi ) 休部~底部 底径 5.0 C1lJ l企(.1， 細かし、。黒色粒

1/6 現存r'JJ 2.4 Cm 

三 腕 (俄探) 休部~底部 底径 5.6 CIII 染付。広JR碗。草花文。 細11、ぃ。黒色粒

1/6 現存高 il. 9 (;Ul 

3 向11折口 杷手のみ破 口1壬 6.5じ川 卜人l而、外[町休青I1に灰荊Irが施草111。右回転糸切り。 粗い。石英粒

{員 底1壬 G.7 (;111 

器商 3.5(;111 

仰(木製) 一部欠鼠 償幅 10.9 CI1l タト問{立製色。装飾は確認できない。

高さ 3.5口H

最穴厚 1. 0 CJIl 

5 占銭 完形 直径 2.2 CJlI 1 ，1，~は寛永j函賢。 その他 2 点は不明。 劣化が激 しく 、

重量 9.34g :lj女がii!i首 してし、る。

6 ti主主 完形 直径 2.5 Clll 不明。劣化がi放しく 、2枚が錆着している

重量 6.34g 

7 古銭 完形 直径 2.3(;111 不明。劣化が激しく、 15枚が錆着している。

重量 47. 36g 

表2 SZ-001出土遺物観察表
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第9図 SZ-001実測図

井戸

SE-001 (第7・10図)

重複関係 (新)SE-001→(旧)SD-004 

規模 ・形態・構造 直径 1.6 m、深さは 0.8mまで掘削し、調査した。現表面から 30cm掘り 下げた高さ

から激しく湧水があり、完掘はできなかった。平面形は円形である。

遺物 なし

SE-002 (旧)SK-001(第7・10図)

重複関係 (新)SE-002→(旧)SD-OO 1 

規模・形態 ・構造 直径 l.2 m、深さ 0.9m。現地表面から 40cm掘り 下げた高さから湧水がある。

遺物 土錘が出土した。

(A-A')勺~
1 暗褐色土 黄褐色粘土粒少量吉む。粘性強い。
2 黒褐色土 黄褐色粘土ブロッヲを吉むa粘性あリe
3 黒褐色士 1/冒lこ比べてブロックを多量吉む。
4 暗黒褐色土黄褐色粘土粒幸吉む。粘性あリ。
5 暗黒褐色士 1/面lこ比べて粘土粒を多量吉む。

SE-002 
lO.2m 

SP8戸一一一←一一一一一一二二・SP8
¥'--- 1 ~イ 18-8')

卜 11黒褐色土 黄褐色粘土ブロンヴを吉む。粘性、しまリ強い。
J 2 暗黒褐色士 黄褐色粘土ブロッウを吉む。粘性、しまリ強い。

L一一一一一ー一一一一 3 暗黄掲色土 粘土主体の層。黒褐色フロッ?を吉む。粘性、しまリ強h
L一一一_4_ 14 暗黄褐色土 青灰褐色砂が少量含まれる。粘性、しまリ強い。

SD-004 SE-OOl SD-004 
1O.2m 

SPCー
2 

、、~一一一-¥------〆

SPC' 

一一一一ー一一一ー一一一一一

(仁C')

1 暗褐色土 灰色粘土ブロッウを吉む。粘性あリ。しまりややあリ。
2 暗褐色土 灰色粘土ブ口ツヲ仏、量含む。粘性あり。
3 暗黒褐色土 灰色粘土ブロッヲ少量吉む。粘性あリ。

O (S=1.60)1m 

。1(SE-002) 
O (S二13)5cm 

第 10図 セクション図及び出土遺物実測図
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ピット

大きさ

1!~大幅 0.9口11

長さ 3.5 cm 

Ri圭 0.2CIJl 

特徴

表3 SE-002出土遺物観察表

色調

にぶい黄筒色 黒色粒

重複 規模・形態構造 | 出土遺物

なし 直径 0.5!1l肌、傑さ O.1 ハl川1

3 II区 (第 11図~第 15図)

溝跡

SD-008(第 11・14・15図)

重複関係 なし

表4 区ピット観察表

なしい、B

始土

規模 ・形態 ・構造 l幅0.5m、深さ 0.2m、検出部分の長さは 10.5m。北 南東方向に走行する構で、

断面形は逆台形状である。

遺物 称生土器、土師器が出土した。弥生土器は SD-008の覆土から出土したが、 1点のみしか確認できず、

出土遺物の多くは土師器であったため、遺構の時期を示すものではないと考えられる。

土坑

SK-004 (第 11図 )

重複関係 なし

規模・ 形態 ・構造 直径 1.1 m、深さ0.6m。平面形は円形である。両壁はゆるやかに立ち上がり、底面は

平坦である。

遺物 なし

SK-006(第 11・15図 )

重複関係 (新)SX-002→(旧 )SK-006

規模・ 形態 ・構造 長軸 1.7 m、短[Iillll.4 m、深さ 0.3m。平面形は楠円形である。壁は、ほぼ垂直に立ら

上がり 、底面は平坦である。

遺物 なし

SK-007(第 11・15図)

重複関係 (新)SX-002→(旧)SK-007 

規模 ・形態 ・構造 直径 0.9m、深さ 0.61110 平面形は円形である。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、底面は

平坦である。

遺物 なし

14 
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SK-008(第 11・14・15図)

なし重複関係

長軌2.05m、短iliill1. 7 m、深さ 0.7m。平面形は椅円形である。壁は、ほほ、垂直に規模・形態・構造

立ち上がり、底面は平坦である。

土師器、 須恵器、 桃の種子が出土した。遺物

SK-009(第 11・15図)

なし重複関係

直径 1.5 m、深さ O.3 J11。平面形は楕円形である。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり 、底面規模 ・形態 ・構造

は平岨である。

なし遺物

SK-010(第 11・15図)

なし重複関係

直径 1.05 J11、i深さ O.3 J11 。 平面~ I手は円形である 。 断面形は西側にテラスをもち、底面規模・形態・構造

はllL:J:旦である。

なし遺物

SK-011 (第 12図)

、ムチ¥5PG 7足立

なし重複関係

O (S=l • 80)2m 

E
E
3

・
u

h
HA

O

句句へ

rJ
F

SK-Oll 

。 (S=1:50) 1m (G.G) 

1 黒色土黄掲色粘土粒、灰色粘土粒を多く吉む粘性強い.

.5PG' 

\~---------一一~

10.0m 
5PG一一

必
2 Z二二二三?

寸
J

ずP一一ーー
や

に ? (S三竺~cm

SK-011実測図
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規模・形態 ・構造 長軸 2.0 111、短jl!IH1. 8 111、深さ O.23 111。平面形は方形である。壁は、ほぼ垂直に立

ち上がり 、南西側にテラスをもち、底面は平坦である含南東コーナーの壁は後世の撹乱のため検出できなかっ

た。

遺物 土師器、瓦が出土した。ヰl央の底面直上から 1蓋が、その下方から 2瓦が出土した。

NO 器種種類 遺存率 大きさ

手H 土自li:liil 目阿部~底部 出:i子 6.0CIIl 

2 3 現存高 12. ~ CIII 

ーリ 可'J.[ 最大J半 1.5 CIIl 

3 fF(土師器 ) 口縁部 口f主]-1.8 ('111 

現{宇品 ¥.1叩l

井戸

SE-003 (旧)SK-005 (第 13図)

重複関係 なし

特徴 色調焼成 胎土

tJj状粘土に粘上級積上げで成形。内外[而ともにケ iUl，色 白色粒 小石 ・石英

ズリで、外国は下Jj向に調整を行う 良川

I!!J而ffi目痕、凸凹他下状叩き痕 灰色 白色f宣小百

良灯

内外阻止しに摩耗激しく調整不明 氏黄色 細かい赤色粒 ・白色

良 ~f 粒

表5 SK-011出土遺物観察表

規模 ・形態 ・構造 直径 l.7 111、深さ O.64 111。平面形は円形である。現表面から 20COI掘り下げた高さ

から湧水する。

遺物 須恵器、中世陶器、砥石、傑が出土した。砥石、礁は被熱している。

SE-003 心。

¥(0 

.00 

ムで13勺ゆ 5叫 2m

3・d

.5.1 

1 靖鳳!!l色炭化ね含む食褐色、結土凶"liI
，，;旬、しまリあり

一一 SPB' 

2 

O (S=1.60) 1111 

[仁コ 6 

-!d 
(9. 

[乃
-[>4 

口 7 

第 13図 SE-003実測図
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NO 器穫・種類 造存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

1 官H須恵器) 頚部片 fJUf t.'~ 5. 3 CIII ロクロ成形。内外面ともにrl然有h付470 灰色 A色枝 ・石英 ・黒色位

良好

2 大型~ ( p司法) 口縁古II-i'JiE弘行 I::;i 10.3 CIlI 常滑。ログロ1ft形。外!日に紋tlh、IJ'lriiilこjJ.、紬を値す。灰白色 白色粒 ・小石 ・砂

部 良好

3 ~m (附時号) 仁l縁矧1)，J}!イF川 I.l.'lclI1 内外商ともにj法制。IJ、11(，i卜却に級制。 日昔赤褐色 小:(干 ・石英粒

良好

;1;11長(陶器) 口縁剖i片 現(，....II'，;j 2. l] CIlI 口唇部に指ナデのfi{跡めり。 ffl~ススが付着。 浅黄色 lさl色粒 ・小石 ・石英

良灯

5 F事 下面欠1ii JUミi毛 12.0Cll1 上回に摩耗痕あ り。下lui欠111後、側聞と 下面にス

1，1大幅 7.2 ClIl λが付着している。

i詰大li/. 1. 7 CIIl 

Ai，¥ 619.2g 
6 低石 完形 j泣大長 9.9 CIlJ 4面に砥石面をもっ。;)[([[にススが(.t者。被熱して

j泣j(:~町 2.7 CIll いる。安山岩。

j止大17- :3. 1 CIII 

l江ILl 1'16.54g 

7 札~1ï 完]百 j止)(Jk 7.6 C'" 4 函に砥石田をもっ。 ~ I(，iにス只が(1析。安山岩。

J正大 ~I~i 日8CIlI 

j止大!草 2.8 CIII 

ifiiJ; 86.89g 

表6 SE-003出土遺物観察表

性格不明遺構

SX-001 (第 11・14・15図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長iliill7. 9 111、短ilillJ2， 9 m、深さ0，35Cll1。平面形は不整な椅円形で、断面形は皿状である。

磁土に植物腐食土が含まれており、出土遺物の多くはに|コ近世の陶磁器であることから中世以降の遺構と考

える。現表面から 20cmt屈り下げた高さから湧水する。

遺物 土師器、中近世の陶磁器が出土した。

SX-002(第 11・15図)

重複関係 (新)SX-002→ (II:I)SK一006・007

規模・ 形態・ 構造 長ilitlll，6m、短il油l.4 m、深さ 0，2 111。平面形は不整な方形である。柵り込みは浅く、

l山道はほぼ垂直に立ち上がり、東壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

遺物 土師器片が出土した。小片のため図示し得るものはない。

空里里聖抱
2(SK-008) 

o (S=13) 5 cm 
lーー守一~一~一一←ー斗

第 14図 E区出土遺物実測図

NO 器種種類 遺存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

l 琵(弥生土器) 口縁部片 fJU(:，':i 3..1 口11 棒状浮文をもっa 縄文を施文ーした後、沈線、その後、 技黄色 石英粒石勝粒 ・禁色

5D-008 装飾を施す包 良好 主主

2 議(須恵器) 口縁部片 告~}r\:i 0.6 CIII ロクロ成形。 外前に臼然~lhが付者。 灰色 細かい。白色粒 ・黒色

SK-008 良好 粒

3 すり 鉢 (陶器) 底部 1/8 7.U子市 1.7 CII1 ロク ロ成形。内外面に妙、利lを地す。版部に糸切痕。 (紬)赤県色 赤色粒 ・砂1泣

SX-OOI IJ.l:1モ 8.8CII' (地色)灰白色

良好

表7 II区出土遺物観察表
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， 5PA' 

間三てこグ叩
104m 

5PA 
SX-OOl 

一一~~一一

(A-A') 

1 暗褐色土 黄灰掲色粘土フロンウ、粒を吉むしまリあリ。
2 暗黒褐色土 議化鉄吉む有機物(植物腐食物)を吉む。しまリややあリ。粘性なし。
3 暗黒褐色土 青灰褐色的貿土を吉む.有機物を吉むしまリややあリ。粘性ない
4 暗黒褐色士 3層の砂を吉まない庖司

1 灰褐色砂質土 黒色土が浬じる。しまリあリ
2 ~i灰褐色砂質土 黒色土が混じるeしまリあ')0
3 i~f灰褐色砂質土 2屈に比べて黒色土多量。

lQ.2n、
5P( -= SK-008 SK-006 SX-002 SK-009 

一，5P(， 

ー-
3 ((-(') 

l 黒褐色土 E量化技分を吉む，しまリあリ
l'黒褐色土 1閣に比へて酸化鉄分也、畳ョ
2 暗褐色土 酸化鉄分を吉む.灰褐色粘土粒を吉むしまリあ仇
3 暗褐色土 2層に比べ粘土フロyクが多い。しまリ品リ
4 黒褐色土 膏灰褐色粘土ブロック多量吉むしまリあリ粘性高山
5 褐色土 砂質壇。しまリ、粘性なし
6 暗青灰褐色土砂買圏。有機物(植物腐食]吉む粘性なししまリやゃあり
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黒

島

黒

。(S=150) 1m
(E-E') 

1 黒褐色士酸化訣分、土器を吉むしまリあリ
2 黒渇色士 青褐色粘土ブロック、粒を吉むしまりあリ

第 15図 セクション図

4 III区 (第 16図~第 21図)

溝跡

SD-010(第 17図)

重複関係 (新)SD-OIO→ (旧)S[)-012 

規模・形態・構造 幅 1. 3~ 1. 6 m 、 深さ 0 _ 2 ~ 0， 35 m、 長さ 17.2m。 南東 北西方向に走行し、 直角

に曲がる。 断面形は逆台形状である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。 鉄浮が5点 出土し、総重量は 1，330，19である。

SD-011 (第 18図)

重複関係 (新)SD-011 . 023、P-7→(旧)SK-020・030

規模・形態・構造 幅 1.1 ~ 0， 6 m、深さ 0，18 ~ 0， 25 m、 長さ 16，8m。 南東 一 北西方向に蛇行する。

|折田形はU字状である。

遺物 土師器、 須恵器が出土した。 須恵器蓋片を含むが、 ノト片のため図示し得るものはない。

SD-012(第 18図)

重複関係 (新)SD-O II . 010→(旧 )SD-012

規模・形態・構造 幅0，9 ~ 1. 5 111、深さ O.15 ~ 0，2 m、長さ 8，7111。南一南西方向に直角に曲がる構である。

|折面形は逆台形状である。

遺物 なし
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¥ 
. ~~ 

h .... '¥やも丹。b
c ~\3 
'I>一一一一

、、、二

5D-010 -3 

-1 一一J ♂ず

• 2 
ぃ什

Sρ'1. 

SP~ . 

O (S=1.100) 3m 

SPA 包~ -'SPA' 

¥ 1)JO 制 50) 1m
(A.A') 

1 暗黒褐色土 粘土微量吉む。しまリ、結性あリ。
2 暗黒褐色土 白色粘土フ口、ノク多量吉むるしまリ、描性あリι
3 暗黒褐色土 自色粘土を吉むしまリ.結佳品リE

¥:L2 
¥ド」

(ヤ4
3 

O (S=1.3) 5 cm 

第 17図 SD-010実測図

NO 器種種類 i車存率 大きさ 特徴 色調 ・焼成 胎土

] F干(土問i器) 全体の 1/6 口径 13.4 CI1l 外商lまへフケズリ 、底部はへフケズリ。 1)守市は陪 明赤偽色 初1かい。 白色粒 ・石

底径 8.0 CIl1 粍のため不明。 不良 !f.i: W~ 

総 r!~~ 8.0 C1II 

2 汗(土師器) 底部 1/2 底径 9.0 CIIl 外而 ・底部はへフウズ九内面It丁寧にヨコナデg (内)怪色 小 G.1"1色粒 ・石英

現存高 2. <1 CIIl (外)浅黄燈色

良好

3 受 (須曹、器) T1i却¥1 6 現存両 9.2 cm 月間部に平行タヲキー頭部lこ自然紬が付む。 灰色 組く白色粒 ・黒色粒 ・

i'Jl径 19.0叩 1 良好 石英1立

斗 資 (土師器) rl縁部)¥" 現存高 4.5 cm F吉粍激 しく調鐙不明 浅黄怪色 白色粒赤色粒

不良

表8 SD-010出土遺物観努表

SD-013(第 18図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 幅 O.7 ~ 1 m、深さ O.12 ll1、 長さ 8.9 ll1。南東一北西方向の溝で、断面形は皿状である。

遺物 土師器が多数出土した。

SD-014(第 16図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 Iliiji 1. 75 ~ 2. 9 m、深さ 0.3111、長さ 7，9111。南東 北西方向に蛇行した構で、断面

形は皿状である。
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ぃペ
ーS，O 
"1 

O (S=l: 100) 3m 

1 暗黒褐色土 枯土粒を宮むu粘強いu 。(S=1:50) 1m 

」
τ ;DOll) \~~之刷13) O (S=l :3)5cm 

第 18図 SD-011 '" 013、SK-012・013・019'"021・023・030・037、P-5・7実測図

NO 器種 ・種類 遺存率 大きさ 特徴 色調 焼成 胎土

1 郎(上師器) 口線自i片 lJl1j'. i\ '~ 2.5 CJIl 内外面と もケズ日後、ナデ。 淡赤燈色 白色粒 ・赤色粒

5D-Ol1 良釘

2 ~m (上師器) 日用車問1片 J}lイf川 3.0山1 j半耗激しく調整不明。 淡黄色 亦色位 '11沙主主

SD-Oll 不良

J 鈍(土師器 ) 底部 1/5 .1径 1.8 CJII l事耗激しく 調整不明 にぶい民健色 赤色粒 ・砂粒

SD-OI3 現(j'Io':j 6.0 cm 良好

表9 SD-011・013出土遺物観察表

遺物 須恵器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SD-015 (第19図 )

重複関係 (新)SD-015→ ( I日)SD-016

規模・形態・構造 I幅O.6 ~ 1. 5 m、深さO目 18~ 0.23 m、検出部分の長さは28.5m。北西一南東方向の溝で、

断面形は皿状である。

遺物 士師器、 須恵、器が出土した。覆土内から鉄棒が ]点出土し、重量はO.5gである。

SD-016(第 19図)

重複関係 (新)SD-015→ ( I伝I) SD-016 

規模・形態・構造 南西 北東方向の構で、幅 O.5 ~ 1. 3 m、長さ 39.9m。断面形はおわん状で、ある。

遺物 須恵器、土師器が出土した。小片のため図示し得るものはない。覆土中から獣"号が出土した。
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仏
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日

50-015 

α 
ぃぺ

< 
0. 
凶

9.8m 
5PA .= ， 5PA' 9.81'11 $PB . -:.::::.:" 50'016 5K心36 _. 5PS' 

回 015)べ¥~しーノ/
1 暗黒褐色土 白色桔土佐を吉む、白色組子微量吉むしまリあり
Z 灰白褐色土 自民色土を吉む邸質の層ーしまりあり

(5D.016、5K-OJ6)
に~に長年二ゴ 1・

。(S=I:50) 1m 

i 暗黒掲色土 白色桔土ブロック吉む3しまリあリ
2 暗黒褐色土 1層に比へて粘土ブロック多量3
3 肯灰褐色土 黒色土フロンウを吉む雲しまリあリ
4 暗黒褐色土 白色粘土紐、フロックモ含むeしまリ品リ
5 灰白褐色土 白色結土粒を吉む巴量色士モ吉む印質居

O ($=1: 100) 3m 

>>， {5DO 2 (50-015)¥ L d  

ど三 二づ二二 4 (50-015) 
O (S=1 : 3) 5 cm 

第 19図 SD-015 .016、SK-036実測図

NO 器種種類 遺存率 大きさ 特徴 色調 ・焼成 胎土

J千(上師器) 口線if!日片 現存r，:i 4. ，1 CIII ロクロ成!杉 ( 1二)位色 白色位 ・亦色1古

(下 )灰色

jミ好

2 j!~ (~JU~器) 1間部片 現存古，ij 5.6山 l 外而は平行タタキ。内面はあて具痕が伐る 灰色 小石 ・白色粒

良好

3 昨(上師器) ロ縁部~底 口f圭 12.6CIIl !草花激 しく 調笹不明ー ぼ色 白色怯 ・小石

部 16 底径 9. .1 CI1l 不良

*i:尚 ~3 . ;) CUl 

」 ，iJ (須在、器) 口側 18 I口径 18.0(111 ロクロ成形 外国ヨコナデ。 灰色 内色t宣

現存高 1. 6 cm 良川

表 10 SD-015出土遺物観察表

SD-018(第 16図)

重複関係 (新 )SD-018→(旧 )SD-016

規模・形態 ・構造 幅 0，9m、深さ0，38m、検出部分の長さ 3，8m。南一北方向の溝で、北側にも続い

q
u
 
つ
-



ていると考えられるが、掘り込みが浅く検出できなかった。断面形は逆台形状である。

遺物 土師器、須恵、器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SD-019(第四国 )

重複関係 (新)SD-019→(11=1 ) P-39・40

規模・形態 ・構造 l幅1.75 ~ 2. 9 m、深さ O.l5 m、長さ 3.6 m。東 西方向に蛇行する構で、断面形は

血状である。

遺物 なし

土坑

SK-012(第 18図 )

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 長軸0.9m、短軸O.6 111、深さ O.3 111。平面形は楕円形である。壁は、ほぼ垂直に立

ち上がり、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。査もしくは聾の頚音1¥片が含まれるが、小片のため図示し得るものはない。

SK-013 (第 18図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 長軌0.8111、短軸0.5m、深さ O.34 111。平面形は楕円形である。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、南東側にテラスをもっ。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-014(第 20図)

重複関係 なし

規模・形態・ 構造 長軸 O.8 111、短II1111O. 6 111、傑さ 0.3111。平面形は方形である。壁はほぼ垂直に立ち上

がり 、底面は平坦である。

遺物 なし

SK-015(第20図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 直径0.95m、深さ O.25 111。平面形は円形である。西壁は垂直に、東壁はゆるやかに

立ち上がる。底面は平坦である。

遺物 なし

SK-016(第20図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 長軸1.2111、短IIIrllO. 5 111、深さ O.26 111。平面形は不整な楕円形である。北西壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。北西側にテラスをもち、南東壁はゆるやかに立ち上がる。

遺物 土11市器が出土した。小片のため図示し得るものはない。
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1 暗黒褐色士 白色粒微量吉む。しまリあリー
2 暗黒褐色土 灰白色粒、ブロyクを吉む。粘性あリー
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9.6m SPD =" -， SPD' 

て-CJ
1 暗黒褐色土 酸化鉄分を吉む。しまり強いロ
2 暗黒褐色土 酸化鉄分を吉む。1層lこ比べて茶褐色が強い。
3 暗黒褐色土 灰白色粘土粒を吉む。しまリあリー
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l 培黒褐色土 白色粒子微量吉む。しまリあリ。

1 暗童福色土 白色粘土粒微量吉むc粘性、しまりあリ。
2 靖黒褐色土 黄褐色粘土粒吉む.しまリ函リ。1層に比べて黒色土が強い.
3 暗黒褐色土 貫褐色粘土ブロ yウを吉む。粘位、しまリあリー
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SK-027 
1 暗黒褐色士 酸化鉄分を吉む。白色粒子微量吉む。しまリあり。
2 暗黒褐色士酸化鉄分を吉む.
3 暗黒褐色土 議化鉄分を吉む。白色粘土粒を吉む。しまリあリー粘性ややあリ.
4 暗黒褐色± 粘土ブロγク、粒を吉品。しまリ、粘性あリ。
5 暗黒褐色土 酸化鉄分、白色粘土粒を吉む3しまリあリ
6 暗黒褐色土 白色粘土フロ yク、粒を多量吉むしまリ 粘性あリ
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1 黒褐色士 白色粒子宮む。しまりあリ。
2 黒褐色土 粘土粒少量吉む。しまりあリ

3 暗黒掲色土 白色粒子微量吉むc
4 黒褐色土 枯土を吉む2しまリあリ"
5 暗灰褐色土粘土ブロッ'J，粒多量吉むF
6 黒褐色土 白色粒子吉むsしまリ品リ3
7 黒褐色士 粘土ブロックを吉むa粘性あリ

-----iプ

1 暗黒褐色士 訟化鉄分を吉む。白色粒子微量吉む。しまリ昌弘
2 暗黒褐色土 酸化鉄分、白色粘土佐を吉む白色粒子微量吉むーしまりあリ円
3 灰白褐色土 粘土フ口!ノク多量。しまリ、粘性あり ヨ

..... -

SK-03S 十《

SK-03S P-19 
9.8m 
SPI一一 一-， SPI' 

~ 
l 暗黒褐色土 白色粘土粒、フロンウ多量吉むョしまリ強い3粘性あり4
2 灰白褐色土 黒色土を吉む-，品質の層ε

。(s=¥50) 1m 
P-19 

第 20図 N区土坑実測図

E
U
 

nノム



SK-017・018(第 16図)

重複関係 (新)SK-018→(1日)SKー017

規模・形態・構造 (SK-Ol7)一長車1111.3 m、短1111110.6m、深さ O.4 111。平面形は楠円形である。壁はほほ、

垂直に立ち仁がり、底面は平坦である。(SK-018)長軸1.5 m、短fliillO. 5 m、深さ0.3m。平面形は楕円

形である O 壁はほぼ垂直に立ち上がり 、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。小片のため函示し得るものはない。

SK-019(第 18図 )

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸1.2m、短軸0.7m、深さ 0.3m。平面形は楕円形である。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、 底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。小片のため図示 し得るものはない。

SK-020(第 18・21図)

重複関係 (新)SD-Oll → (旧)SK-020 

規模・形態・構造 直径 l.2111、深さ 0.24m。平面形は円形で、ある。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

は平坦て、ある。

遺物 土師器が出土した。

SK-021 (第 18図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸O.6 m、短軸0.3m、深さ 0.2m。平面形は楕円形である。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、 底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-022(第20図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径O.9 111、深さ 0.6m。平面形は円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、北側に

テラスをもっ。底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。須恵器蓋片が含まれるが、小片のため図示し得るものはない。

SK-023(第 18・21図)

重複関係 (新)SD-Oll→(  1日)SK-023

規模・形態 B 構造 長軸 1.2111、短軸0.5m、深さ0.3m。平面形は附丸長方形である。壁はほぼ垂直に

立ち上が り、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。

SK-024(第 20・21図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸1.1111、短軸O目8m、深さ 0.8mo平面形は不整な楕円形である。両側にテラス

を数段もら、中央は深くなる。底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。
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SK-025・026(第 20・21図)

重複関係 (新 )SK-026→(1I1)SK-025

規模・形態 ・構造 (SK-025)長軸 0.9m、短'IilllO. 8 m、深さ 0.5m。平面形は楕円形である。壁はほぼ

垂直に立ち上がり、底面(ま平坦である。(SK-026)長軸 0.9m、短ililBO. 6111、深さ 0.51110 平面形は摘円

形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり 、底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵、器が出土した。

SK-027・028(第 20・21図 )

重複関係 (新)SKー028→(In ) SKー027

規模・形態 ・構造 (SK-027)長!Iia2. 5 m、短!lillll.3111、深さ O.55 111。平面形は桁円形である。両壁にテ

ラスをもち、特に北側にテラス状の段をもっ。底面は平坦である。(SK-028)長ilIill1. 75 111，短軸 1.0111、

深さ O.LI I11c 平面形は楕円形である。南壁はゆるやかに、北壁はほぼ垂直に立ち上がる。西側の底面をピッ

ト状に掘り込む。

遺物 (SK -027)土師器、須恵器が出土した。(SK-028)土師器が出土した。杯片がつ:まれるが、小片のた

め図示し符るものはない。

SK-029・032・033(第 20・21図)

重複関係 (新)P-10、町一033→(旧)SK-029・032

規模・形態・構造 (SK-029)長軸 l.2 111、短中111O. 6 m、深さ O.28 111。平面形は桁いl形である。南西壁は

P-10に切られているが、西壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。(SK-032)長引hl. 1 111、短車fllO. 5 

m、深さ 0.36111。平面形は附丸長方形である。検出できた西壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

(SK-033)長期110.9111、短軸 0.8m、深さ O.35 ll1。平面形は楕円形である。壁は、[まぼ垂直に立ち上がり、

南西壁にテラスをもっ。底!日は平坦で、ある。

遺物 調査時、 遺物は十百で取り 上げた。土師器、須恵器が11¥土した。鉄梓は 10 J1山土し、総重量は

230gである。小片のため図示し得るものはない。

SK-030(第 18図)

重複関係 (新)SD-Ol1 →(  11-1 ) SK-030 

規模・形態 ・構造 長軸 l.35 111、短軸 0.4m、深さ 0.5m。平面形は精円形である。壁はほぼ垂直に立

ち上がり 、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。上総型杯の底部片が含まれるが、小片のため図示し得るものない。

SK-031 (第 16図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸 1.5m、短軸 0.5m、深さ 0.5m。半面形は楕円形である。埋まはほぼ垂直に立ち

上がり、 j底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示し特るものはない。

SK-034(第 16図)

重複関係 (新)SD-016→(  1円)SK-034 
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規模・形態・構造 直径 1.LJ 11l、深さ 0.1311l。平面形は円形である。東西壁はゆるやかに立ち上がり、

底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-035(第 20図)

重複関係 (新)P-19→(  11':1 ) SI<-035 

規模・形態・構造 長刺11.011l、短軸0.8m、深さ0.25m。平田形は長方形である。北壁はゆるやかに

立ち上がり、南壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平l旦である。

遺物 なし

SK-036(第 19図)

重複関係 (新)SDー016→(11=1 ) SK-036 

規模・形態・構造 長軸O.9 11l、 短軸0.6m、深さ0.5mo平面形は不整な楕円形で、ある。壁はゆるやか

に立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 士13市器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-037(第 18・21図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸0.8511l、短軸0.35m、深さ0.2m。平田形は楕円形である。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、底「而は平坦である。

遺物 土師器が出土した。

SK-038(第 16図 )

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径0.85111、深さ 0.2m。平面形は円形で、ある。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

は平坦である。

遺物 なし

SK-046(第 16図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸0.7m、短軸0.4m、深さ 0.17m。平面形は持円形である。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、底面は平坦である。

遺物 なし

SK-047(第 16図)

重複関係 (新)P-42→(旧 )SK-047

規模・形態・構造 長軸O.7 111、短軸O.5 111、深さ0.26m。平面形は楕円形である。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、北側の底面をピット状に掘り込む。

遺物 土師器、須恵器が出土した。土師器郎の口縁部が含まれるが、 小片のため図示し得るものはない。

SK-048・049(第 16. 21図)

重複関係 (新)SK一048→(1日)SKー049
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規模・形態 ・構造 (SK-048)長軸1.0 m、短qillrO. 5 m、深さ 0.52m。平面形は楕円形である。壁はほぼ

垂直に立ち上がり、北東側に一段掘り込みをもっ。底面は平坦であるo (SKー049)SK一048に東側を切られ

ているため 、 検出部分は短i~IJI O. 5 m、深さ 0.1m。平面形は楕円形である。断面形は皿状である。

遺物 (SI<-048)土師器、 須恵器が出土した。

ピット

P-5(第 18・21図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径 0.7m、深さ O目 16m。平面形は円形で、柱痕は確認できなかった。

遺物 土師器が出土した。

p-g (第 16・21図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸 0.7m、短軸 0.5m、深さ 0.15m。平面形は楕円形で、柱痕は確認できなかった。

遺物 土I;:m器が出土した。

遺構 重複 規模・形態・構造 出土遺物

P-4 T~ し 直径0.7m、深さ O.I lll" 平田形は問形でf主痕は位認できな沖、った 土師器が出土 した 小片のため図不 し得るもの

はない。

P-6 なし l官径 0.8111、深さ0.3111"平ffiiJ8は円形でtI痕は確認できなかった。 土師器、 須恵昔誌がU.l::仁した。小片のため図-1、し件

るものはない。

P-7 (主Ir)S!J-OII→ 直径 0.7m 、 i1!~ さ 0 . 5 m司平面形は円形で住痕は確認できなかった 土白石器が出土した 小片のため因不し得るものは

( 111 )1'-ー7 Td亡し、ロ

P-8 なし 直径0.-1m、深さ O.1己m，平田形は円形で住痕は確認できなかったB 土師器が出土Lた 小片のため因不 し得るbのは

ないc

P-38 なし i直径0ι1m、開さ 0.16m，平面j信は円形で住痕は確認できなかった 土師器が出土した 小片のため図市し得る ものは

ない。

P-39 ( fJr) SI)-019→ 直径 0.2m、深さ0.2m，平面形は円形で校痕は臨認できなかった。 土師器、 須守({ttiがiU土した。小片のため[l[吊し得

( 111 )1'-39 るものはない。

表 11 III区ピット観察表

)斗 { \\: l~7)
←乙ふ乙イAぺιι0ωω削2羽却0ω) 一 .~λ三;:f三三λ;f♂λ瓦f♂三λ(5臥5K則叩山K附叩ω山0ωm削2η却3引) にι三ιιιι6臥附ω山山5以削叩叫K附叩ω山0ωω削2μ別4的)(/ιιι::;;LL:;iLL入υKωω山山」λ0ω防削1λλ2お羽」λ5幻1λ)11Zι(
日 J J5K048)L Lイ(5'.048)110 (P-5)下a
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(P-9) O (S二 13) 5cm 
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NO 器種種類 遺存率 大きさ 特徴 色調 ・焼成 胎土

1 裂(須jJ:i:~m) 口録、部~頚 仁11:干 18.8ClII ロクロ1，)(形。 灰色 白色粒 黒色粒

SK-027 部1/6 現イÏ~r:'，'j 5. 7印 l 良好

2 杯(土師総) 口縁部 1/6 口f圭 11.8 Clll 外面は口縁部ヨ コナフ 、体部へフウズリ及びナデ。1立色 赤色粒リト石・百兆粒・

SK-037 底径 6.0 cm 内面は摩rE激しく澗整不明。 良好 白色粒

器商 '1.1じ1II

3 I平(土問i*Ci) 口縁音I\~底 円1f IO.8cJIl 外国はへフウズリ 、ヨ コナデ。l人l而はナ手 灰黄色 黒色粒石英1立

SK-020 音1¥1/6 底筏 3. ，1 Clll 良好

品約五 5. () CIll 

4 l不(土師器) 口縁部片 現存~::î 3.2印 l 摩耗激しく 淵終不IY:I， 燈色 石英粒白色tv:
SK-023 良好

b 望HcI二削]探) 口縁部片 現両日 3. 1 cm 摩耗激しく調整不191， にぶいI笠色 赤色粒 白色粒

SK-024 不良

6 翠 (土師探) 口縁部片 現r-f~':i 5. 5 C1U 内タトiliiともヨ コナテ にぷい黄燈色 白色粒・赤色位

SK-025 良好

7 上干(土削l総) 口縁部片 JJ'Cイf~ïi 2. 7 CHl 摩耗激しく制¥1¥1不明。 にぶい黄燈色 w色粒 ・小石
SK-032 不良

8 杯(土師器) 底部 1/6 口fモ 9.8CII! 摩耗激しく 調盤不明。 十量色 小石赤色位 .1=11主

SK-048 底i圭 6.-1 crn 不良 1立

器?~~ 3. 3 crn 

9 杯 (土師探 ) 口縁部~底 底径 4.8 Crn 摩耗激 しく澗~12不明。 陸色 小石砂粒 ・赤色1立

SK-048 郎 1/6 現f子市 L. 5 Clll 不良 白色粒

1. 0 士干 (土:~iji 社社) 口縁部片 現存 ~]j 3.9じ1II 摩耗激しく訓:!u:不明。 縫色 白色粒石英粒

P-5 不良

1. 1. 両折、(土I1ili総 ) 頭部 1/6 現存~:'i 3.2印 l 脚部と河、音1¥は))11で成形後、合わせている<> J~~~~毛激 被色 白色粒赤色主

p-g しく制強不19'1。 不良

表12 III区出土遺物観察表

5 IV区(第 22図~第 37図)

掘立柱建物跡

SB-001 (第23図)

重複関係 なし

規模 ・形態 ・構造 桁行 2 問、梁行 1 問。柱聞は桁行で 1. 2 ~ 1. 4 111 、 梁行で 1. 5mである。 桁行を基準

に主軸は、N-72
0 -wである。柱穴の平面形は楕円形及び方形である。a" cで'.Mii認した柱痕から直径

20 Cl1l程の柱を想定で、き る。また、 aでは、柱材の痕跡も断面で確認した。

遺物 土|叩器、須恵器が出土した。

SB-002(第23図)

重複関係 (新)SE-005→ (旧 )SB-002

規模・形態・構造 桁行 3 問 、 梁行 2 問。 柱問は桁行で 1. 1 ~ 1. 6 111 、 梁行で 1. 1 ~ 1. 5 m であ る 。 桁行

を基準に主IIIIII(ま、N-9
0

-Eである。柱穴の平面形は楕円形及び方形である。 b"h・]で確認した柱

痕から直径 15~ 20 cm程の柱を想定で、きる。 Jは、上面及び断面では確認できなかった。

遺物 土師器、須恵器が出土した。

SB-003(第24図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 桁行 2 問 、 梁行 2 問。柱聞は桁行で 1. 0 ~ 1. 5 m 、 梁行で O . 8 111である。桁行を基準

に主軸は、N-79
0 -wである。柱穴の平面形は椅円形及び円形である。 fで確認した柱痕から直径 10

~ 15 cm程の柱を想定で、きる。

ハU
内
く

υ



第
22
図
W
区
遺
構
配
置
図

巳
54

、
ー
し
/ $
 

cρ 
o
 6
45
 

~
6
5
 

乙
φ
】

5D-
01 

君
主ァ
=4
2
L
P亡、

:r
d
;;2

』
P7
F
42
B002
1

P-8知
54
8
6
t
J:
oa
PI
n-
〈
。

O
 P9
1
3
23
6N
10
 JJ
d5
8
04
〔

〕
(
明
B-
3C
1
0
O

〕

ロ
ヰ
日
心

づ，， ー 、，

叫 O
山

p

f f n γ  
025 

OP-67 

5D-
007 も37
も
3
6

P-3
5:
コ

ペ4
S1

-~
1
チ
ー

P-0
25 C
 

O
 (供
1:400
)
Om 

¥
 

5D-
01
7
 P-2
2
0
手
23

P-
2 o
 t品



58-001 

G 
cr'"' ?!'(d) 

a /~ 

γ (，:" ¥ ぜI) 
，YdS・

O ($=1 :3) 5 cm 

SPS' 0 。一
($=1'100) 3m O 

Y〆

b 
1 暗黒褐色土 粘土ブロ yク粒を吉む。しまリJ占性あリ
2 暗黒褐色土 1周に比べて粘土粒を多量吉む。
3 灰白褐色粘土 黒色粘土粒を吉む。しまリ、枯性あり6
4 黒褐色士 柱痕跡匂 1~3層 1<:比べてしまリ弱い。

d 巴
1O.6m 
SPS←ー " SPS' 。(S=1:50) 1m 

58-002 同
℃
門

一口
込
山

YdS己己-0 日出
ーナ寸一

白 lln
u
 

¥二仁2，
ート1

JO dDJω 
O ($=1: 3)5 cm 

日
勺
円
、

B
 
P
 
5
 θ
 

口
込
山

O (S=l: 100) 3m 

h 

a d e 

lO.6m SPこ←ー

¥ 一ー一一←一一一一一一一一 ーでSPS"

SE-005 / 

/ 

一一一ーへ f ーニ:SFご ¥~一一一一←ー/

立 ナ/

b 

9 h 
10.6m 
SPD←ー

SE-005 

SPD 

1 暗黒褐色土 粘土ブロック粒を吉む。しまリ、粘性あリ。

2灰渇色粘土 黒色粒を吉む。しまリ、粘性あリ o (S=150) 1m 
3 黒褐色土 柱痕跡。混じJがなく、しまりやや弱い。 ， l 

第 23図 SB-001・002実測図
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勺
三 (S=l: 100) 

日
-u
門

10.6m 
SPA = 

仁 b 

SPB ~m 一
e 9 

一ーーーォァーー一一ー一一一一一 4 

¥一一¥
¥ 

¥ 2  
¥U〆

a d 
10.Sm 
SPCー

1 詰黒褐色砂質土 黄色粘土泊、黒色粒を吉むしまリあリ
2 灰褐色砂震土 黒色粒を吉むしまりあり
3 灰褐色砂賃土 2眉に比べて黒色粒をきるく吉む
4 暗黒褐色土 1眉lζ比べて粘土粒、黒色粒を多く吉むしまリ、粘性品リ2
5 黒褐色土 柱痕跡@粘土粒微量吉むしまリあリ
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小型平瓶出土位置.
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日
℃
〉
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比
日

b 
10.6m 
SPA←ー

1O.6m 
SPB一一
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遺物 土師器、須恵器が出土した。

SB-004 (旧)P-51 • P-52・P-55・P-57(第 24図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 桁行 1問、梁行 1問。柱聞は桁行で 3.5 m、梁行で 2.5 ~ 2. 8 mである。桁行を基準

に主軸は、 N-70 -Eである。柱穴の平面形は楕円形及び円形である。

遺物 奈良・平安時代の土師器、 須忠探が出土した。後述するが、 Ss-004付近で、小型平瓶が出土している。

NO 器1重・種類 ib!存率 大きさ 特徴 色調焼成 胎土

1 上干 ( iニ附ir，ff) 1-1紋許1I片 現存高 3.0山 j官It激しく調整不明。 明1赤尚色 着工色位 砂 .r，/A粒

5/3-001 不良

フ 士干(土師(，fi) 11M剖116 口径 ] 1. 8 ('111 ロクロ成形。 位色 小百 ・亦色粒 ・金22

58-002 残存高 3.7 CUI 不良 母

3 t不( 二k而Ii~") 11紋tfllJ-:- 校存両 2.3山 l f'，qt激 しく 調整不明M に」、い前十ぜ色 制lかし、。 赤色位 ・打

58-003 不良 英

4 郎(土師<.;0 1 -1 紋 ~m~底 口 1~ 12.1(;111 I-I *~、部 ヨコナデ。 外而へラケズ リ 。 内而ヨコナデ。 十畳色 石英粒・ 1'1色1喧

S/3-00'1 i'fl¥ t 13 底径 9，2 CIII 良灯

器高 3.2(:111 

表13 SB-001 -004出土遺物観察表

溝跡

SD-007(第 25図)

重複関係 (新 )SDー007→(旧 )SD一017

規模・形態 ・構造 111百1.6 ~ 2. 0 m、深さ 0.38m、W区で検出した長さは 23.6m。断面形は皿状である。

I区で検出した構跡と l隔、方向、|新商形が同じため同一遺構とした。

遺物 土師器、須恵器が出土した。 1は確認面直下で、 2は底面から 15CIll上の高さで出土した。

SD-017 (第 25図)

重複関係 (新)SK一056、SD-007・019・033→(旧 )SD-017

規模・形態・構造 11幅1.5 ~ 2. 0 m、深さ O.39 m、検出部分の長さ 112mo一部途切れる部分もあるが、

IV区の南側を取り囲むようにまわる備である。断面形は逆台形状で、底面から20Clll上ので、湧水する。各

遺構と切り合いを確認したが、 SD-017が全体の中で最も古い。

遺物 土師器、須恵器が出土した。

SD-019(第 25図)

重複関係 (新)SD一019→(旧 )SD一017

規模・形態・構造 幅 O.4 ~ o. 8 m、深さ 0.39m、検出部分の長さ 8.6m。南東一北西方向に走る構で、

断面形は逆台形状である。

遺物 土師器、須72、器が出土した。鉄浮が 6点出土し、総重量は 290gである。

SD-020(第 26図)

重複関係 (新)SD-025→(旧 )SDー020

規模・形態・構造 l幅O.3 ~ O. 6111、深さ O.15 ~ 0.2 m、検出部分の長さ 19.2111。南東 北西方向に走

る潜で、断面形は逆台形状である。

遺物 中世以降の陶磁器、古銭が山土した。

-34 
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5PB= 5PB' 

L二Fニこ72

SD-007 SD-017 、A.A'.B.B¥(.("1 0 (S=1 :50) 1m 
10.2m 
sP( .= . 5P(" 

1 灰褐色砂質士 しまリあリ粘性主し ，Eしり主し
2 黒褐色土 灰褐色粘土フロ yク、酸化設分を吉むしまリ、桔性あリー
3 黒褐色土 2層IL比へてフロンヲ少詣
4 膏灰1!l色土 黒色ブロyク、粒を吉む，しまりあリ粘性なしg
5 唱黒褐色土 酸化鉄分を吉むしまリ、粘性あリ
6 暗黒褐色土 白色粘土粒を吉む2自主化鉄分を微量吉む。しまリ、粘性あり。
7 灰白褐色土 白色枯土フロンヲを吉む， ~.m屈しまリあリ粘性なし

5 
6一一~ー

¥イ007)
/ 五二ヒ ミ 2(日 007)点 3 (SD-017 

5 (SD-017)¥二 O (S=1.3J5cm 

第 25図 SD-007・017・019実測図
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NO 器種 ー種類 遺存半 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

1 I r干 (土削j;~f}) 口!~部~底 日1モ )tl.5 cm 摩耗激しい。 間lじヨコナデを確認できる。 「畳色 赤色粒 ・小石

SD-007 部1/2 成f壬 8.2CI1I 不良

:~fil('~ 5. 1 CI1l 
2 君主 (須志保 ) 円縁部1/8 口径 16.6 cm ロク口成形 灰色 白色粒 ・黒色粒

50-007 現存日 2.3 CIIl 不良

3 166台 (-1::1百Ii¥ぷ) 脚部 1/3 f'fHf 2.仁川 摩耗激 しく ，1IW!在不IVI。中央に約O.8cmの穴があく思にぶい椴色 赤色粒石英粒川、

so-o 17 現存I:':j tl. 1 CI1l 上部に巻吉村(ナるよう に州lを接着ロ 不良 石

4 折、(J 印~H得 ) 1-1 縁部 ~ I底 口径 9.6 CIII 摩1'1も激 しく ~H，î ii2 ィ、明 日 位色 細かし、。赤色1立 砂
SO-017 部1/6 民1宅 .5.11(111 不良

mi~':î :3.8 ClIl 
5 高台付表 (jJ'i忠加)底部1/8 底径 7.3山l コクロ目覚]時 μi台吉1¥分は、後付けしている 灰色 白色粒 ・黒色粒

SO-O li 現rfif~ 2.5 CIll 良好

6 蓋 (須志保) 底部1/8 政筏 6.6山 ロクロ成形。u¥tmlv!，J'!在時の工具痕が残る。 灰白色 白色粒 ・黒色粒

SO-018 ~!{{，!，': i "1.! C!Il 良好

表 14 SD-007・017・019出土遺物観察表

SD-021 (第 26図)

重複関係 (新)SD-021→ SD-025→(旧)SD-022 

規模・形態・構造 幅 O.6 ~ 1. 2 m、深さ O.26 ~ O. 5 m、検出許11分の長さ 13.0m。南西 北東方向に走

り、直角に|担lがる溝である。iZK掘りをし、両側にテラスがある。南北で高低差があり、水路て、あった可能

性が高い。

遺物 土師器、陶磁器が出土した。遺物は上層に多く、陶磁器が多い。断面形は箱型である。遺構の形態

や遺物の年代などか ら、 SD-02 1 は近世以降のH寺~~l が考えられる。

SD-022(第 26図)

重複関係 (新 )SD-021→ SD-025→(旧 )SD-022

規模・形態・構造 rlr肩O.8 ~ 1. 2 m、深さ O.18 111、検出部分の長さ 8噌 7m。南西 北東方向に走る構で、

掘り込みは浅く、断面形は血l状で、ある O

遺物 土師器、 須恵器、陶器が出土 した。

SD-023(第 26図)

重複関係 (新 )SD-021→ SDー025→(旧)SD一023

規模・形態・構造 rlrjji O. 25 ~ O. 65 m、深さ O.16 m、検出部分の長さ 7.4m。 南東一北西方向に走る ìTI'r~--C.、

断面形は皿状である。

遺物 なし

SD-024(第 26図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 rlr富l.15 ~ 1. 4 m、深さ O.33 111、検出部分の長さ 6.0mo南東 北西方向に走る構で、

南東側は撹乱がある。断面形は逆台形状である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。平底の杯も含まれるが、小片のため図示 し得る ものはない。鉄津は3

点出土し、 総重量は 160gである。

SD-025(第 26図)

重複関係 (新 )SD-021→ SD-025→ (旧)SD-022 . 023、SK-045

規模・形態・構造 l幅O.5 ~ O. 7 m、深さ O.15 ~ O. 4 m、検出部分の長さ 26.4mo南東 北西方向に走

ph
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O (S=1200) 5m 

SD-020 SD・025 SD-023 

10.8n、
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， SPE' 
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のドD'，E.E'，F.F')

! 耕作土
11 鴻黒褐色土 粘土ブロック微量を吉む
111 暗黒掲色士 11層IC比へて粘土フロック害
W 灰自信色土 E主化鉄分を吉む砧土微量吉む

1 陪茶褐色土 意化室長分を吉む，粘土微量吉むしまりあリe
2 暗茶褐色士 1層IC比へて佳化鉄分を吉む粘性あリョ
3 暗茶渇色士 1層lζ比へて枯土粒微量吉むしまリ昌弘
4 累褐色土 粘土フロ yク・誌を吉むしまリ、粘性あリ=
S ，~掲色砂質土 黒色フロyクを吉むしまリ、桔tEあリー
6 暗黒褐色土 桔土桂書量吉むしまリ.結性あリ“
7 明褐色砂質土 黒色フロッウ・粒を吉むしまリあり
B 暗茶褐色土 混じリ主く、しまリあリイ占筒やゃあり
9 暗黒褐色土 混じリなく、しまリあリ

111 
IV 川 一

10.6rn 
SPE一一

SK予045 SD-025 

10.6m 
SPG= SD-024 SPG 

¥千/
IG.G') 

1 暗黒褐色土 粘土粒、黒色ブロンクを吉む.
非常にしまリ強く、粘性は弱い

。(S=1:50)1m  

1 500201議懇[500201L s 00211予)
(1，3九五)

O (S=12) 5cm 

(2) 

O (S=I，3) 5 cm 

第26図 SD-020 -025実測図
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NO 器種 ・種類 遺存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

1 碗(陶日日) 口出l剖i片 現干r~:;î :3.8 CIll 内外面ともflh;!;liがnillfqho 明紋灰色 ~IJ色粒

SD-020 良好

2 古銭 2'H主存 直径 2，3 CIIl 摩耗l数しく';Clili'l司I)jiJできない。

5D-021 主主 1. 52g 

3 遊(陶総) 底部 1/6 底筏 10.2<;111 内外而ともにハウ ~k 仁具でケズリ 。 淡黄色 白色1立小石

SD-021 攻作If:jtl. 7 tm 良好

4 IJ平(上nilj~m) 日*&部片 現存?':j :3.0 CIII 口縁部ヨコナデ。休部ケズリ。内面1は!明陀激 Lく 十畳色 出色粒

SJlー022 調整不明。 良好

5斐 ('Jl!Ji，総) 円緑樹\~顎 現存[，ιi 8.3 CIII ロク口成}f~ 外而に!唱色納が施申110 (外)時灰色 向色1立小石

SD-02i 剖l (1村)灰色

良約

表 15 SD-020 -022・024出土遺物観察表

る溝で、断面形は皿状である。

遺物 なし

SD-033(第 22・37図)

重複関係 ( ffr ) SD一033→(旧)SD-017 

規模・形態・構造 11恒O.6 ~ 1. 3 m、深さ 0.21m、長さ5.2 m。南東一北西方向に走る滑で、|折面形は

皿状である。

遺物 土師器が出土した。

SD-034(第 22図)

重複関係 (新 )SD-034→(I日)Ss-002a、P-72

規模・形態・構造 幅 O.25 ~ O. 5 m、深さ 0.1m、長さ19m。南東一北西方向に走る溝で、 断面形は逆

台形状である。

遺物 なし

土坑

SK-039(第 34図 )

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸1.85 m、短iIilli1. 3 m、深さ 0.28m。平而形は楕円形である。断面形はゆるやか

なU字状である。

遺物 土師器が出土した。平底の杯が含まれるが、小片のため図示し得るものはない。

SK-040(第 34図・ 37図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 長軸 1.6m、短1111111.4m、深さ0.15m。平田形は楕円形である。段掘りをしており、

中心が一段深い。底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。

SK-041 (第 34図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸 1.8m、短軸1.3 m、深さ 0.2m。平面形は精円形である。壁はほぼ垂直に立ち

n
D
 

η
、υ



上がり 、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。小nのため図示 し料るものはない。

SK-043(第 27図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長南j13.5111、短軸 3.2 m、深さ0.9m。平田形は不整な楕円形で、ある。 上面から 40

cmW:り下げた高さから湧水がある。東西にテラスをもち、底面は平坦である。

遺物 土師器、 須恵器、桶底、隣や桃の種 fなどの有機物が多数山土した。奈良 ・平安Hキ代に帰属する ヒ

器と禍底、使用痕がある燥を函示した。鉄j宰が 10点出土し、総重量は 1，150g出土である。また、有機物

の多くは底面から出土した。これらは、遺構の 下部の自然堆積jpjから検出した倒木にJJ:I来するものである。

SK-043 

SPA 

.1 

、

じ¥〉

.2 

10ヲ ノ
SPA"ニ一 一 一 --.--SPA' 
'--
¥ 
¥ 5  ./ 
¥5・ 3・、¥7¥、、

¥6 ノ

¥"'--- -----
SPA' 

ムィt予約

1 ，吾製褐色土粘土粒を吉むしまリ、粘性あリ
2 暗黒渇色土粘土粒、量化鉄分を吉むしまリ、粘性高リー
3 暗黒褐色土 2層lζ比へて枯土泣か多い
4 暗黒褐色土桔土植微量吉むしまリ、桔性高リ
5 暗異;温色土 培土IE・フロyク多量吉むしまリ、記恒あリー
6 茶褐色土 桔土桂を吉むしまリ桔住あリ
7 灰褐色土 桔土居
8 時黒掲色土 祐土フロンクを吉むしまリ、桔性あリ

。 (5=1:50) 1円1

白
、，ι

寸
/

て工二才一- ~ 」r二万 O ($=1 :3)5 cm 

第27図 SK-043実測図

NO 器種種類 遺存半 大きさ 特徴 色調焼成 胎土

l 同」 一部欠狽 長::: 10.6 cm 平t旦面(こj京陀偵ありー全回にf佐凱を受けた痕跡が

111:大恥 9.0Cs] cみr}包占3 

最大/Il 6.6 crn 

lr~ [止 858.83g 

2 怖低(木製品) 2 3残存 [立1モ 11.9 cm 全国を ~n色 l こ f主 {i 黒色

JI~ J\: JJι0.7 CIII 

3 仁附1質 卜:~~ 完j彩 口1主 7.2CI1I 非常にFll~i: な作りで、 一枚の 1由仁阪をく Ir 主せて 淡黄色 赤色1査・砂

低f壬 5.0CIJI 成形、!官Itl敢い、 不良

器商 1.口11

」 内;(上r，rvilii) 口縁部 16 口f壬 11.:2 C1ll 摩耗激し く~~jiZ不明匂 怪色 赤色粒 ・石!1ft.止 ・金

現作高 2.7 COl 良好 雲母

表16 SK-043出土遺物観察表
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SK-044(第 28図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長車Ifl1. 8 1柄、 短qilli1.3 m、深さ 0.48m。底面から 20CIlI上の高さで、湧7Jくする。平面形

は不整な楕円形である。壁は、ほぼ垂直に立ち上が り、 底「日は平坦である。

遺物 造物は ヒ層に集't'し、土師器、須恵器が出土した。鉄伴が 14点出土し、総重量は 500gである。

SIく044
/〆

2 

SPA 

J-一一一一

てJ
NO 器種種類 造存率 大きさ

1 資( I'J: ili~") 口縁部 ~Wi 111を 20.8ClIl 

部 1/6 J:lW日 7.3CI!I 

2 M!台f'P1、(士師器) 口縁部;~Jff 口径 15.7 CIIl 

剖;1 3 Jj'~1i I.7cm 

日:-ir'，::i (1.6 CJll 

3 t不(1-:l1ili総) 口縁部~ þ' n H~ 10.8 CIlI 

部1/2 lill圭 6.0Clll 

日2向 '1.<l cm 
」 内耳 Ic出; 底部 18 ul:1モ 15.6α11

日rir!，':j 3.8 cm 

2 
10.2n、
SPAー 一-.SPA'

アダ

SPA' 

1 黒褐色土 粘土プロ yクを吉む。しまリ、粘性あり
l'黒褐色土 1屑に比べて粘土が少量。
2 灰白褐色士 粘土ブロ >7、黒色湾立微量。しまリ、粘性あリa
2 灰白m色土 2居lこ比べて黒色土が増える。
3 灰褐色砂質土 しまリあり。
4 明褐色土 酸化鉄分を非常に多く吉む。しまりあリ。

。(S=150) 1m
、「

二」 o (S=13) 5仁川
lーーマー~一~一一「ー斗

第 28図 SK-044実測図

特徴 色調 ・焼成 胎土

折り返 し，-，級。内外而ともへ7ナデ。全面に毘色 .9A色 'J、i，・ 砂T立

処i!1!を施寸 2 良好

日夕ロ成Jf~o 内外国と L ヨコ )11自l にミガキ。 底部、 (内)児色 ILI色1'.v:赤色f立."、

1)'10而を特に丁寧にミガキ 内黒 (外 )にぶし、黄ほ色 行

J:以l
外!函は i二世1\ ヨコナデ。 体制\~底部11:へラケズリ 。 内 限色 1'1色土立 !h<色4立・4、

而l士ヨコナデ。 上'Hf ，百

外[而休部へフケスリ。内外市ともスス付着。 虫色 'A;色1立白色粒

fHi 

表 17 SK-044出土遺物観察表

SK-045(第 26図)

重複関係 (新 )SD-025→(I日)SK-045 

規模 ・形態・構造 直径 2.J 1 111、深さ 0.26m。平面形は円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり 、底面

は平坦で、ある。

遺物 陶磁器、土師器が出上した。小片のため図示し得るものはない。

SK-050(第34・37図)

重複関係 なし
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規模・形態・構造 長'liI113.9m、短制13.5111、深さ0.48111。半面形は不整な柏IJ_j71予である。四時はほぼ垂直に、

東壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵器、陶磁器が出土した。鉄浮が 2点出土し、総重量は 35gである。

SK-051・052(第 29図)

重複関係 (新 )SK-052、P-53→(IR )SK-051 

規模・形態・構造 (SK一051)検出部分の長期IJl. 7 m、短軸2.05 111、深さO.35 111。平面形は不整な楕円形であっ

た可能仙ニが高い。両壁は確認できないが、底面をピット状に掘り込む。(SI¥-052)長軸 l.6111、短軸 l.05 111、

深さ 0.2m。平面形は楕円形である。同壁はゆるやかに立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 (SK-05l)土師器、須恵器、陶磁器が出土した。

¥ SK-051 
内。。

ムずλ示、 検
も¥1、

1. 

SIく052

-5PA. 。5PA.ー

o CS=1.3) 5cm 
トー~ー「一一『ーーγ一一i

P-53 SK-051 SK-052 

六三只 ¥ :-fa入 フ
5PA. [5K.051・052、P.53)

1 灰白褐色土 黒色ブロック・粒を吉む3しまりなし粘性あリ.
2 暗黒褐色土 酸化鉄分、粘土粒を吉む。しまリ、粘性あリ
3 茶渇色土 酸化鉄分、粘土ブロックを吉むしまリ、粘性品リ
4 灰褐色土 黒色フロ yク粒を吉む。 。 (S=150) 1m

第 29図 SK-051・052実測図

器種 ・種類

l 1鈍 (り:忠恕)

現存高 4.95 Csl I外而上iiriにナデ 内面l士服従激しく 調整不明

色

好
一色

好

灰

良

一倍

良

胎土

!H色位 ・白色粒

大きさ | 特徴

現存高 6.7 ClIl ロクロ成形。 上部に自然仙11行
色調 ・焼成

白色粒小2 1 1!~ ( 1二自lli:lii) 

表18 SK-051出土遺物観察表

SK-053(第 30図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長11i1113.1m、短期li1.5m、深さ O.7 111。平面形は不整な楕円形である。東側にテラス

をもち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面はゆるやかな皿状である。

遺物 石器、土師器、須恵器、陶磁器、骨が出土した。骨は 1層から検出しており 、獣骨と考えられるが

遺存状況は悪い。中世以降の遺物は 1層を中心に出土した。

SK-054(第 31図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 直径 2.4111、深さ 0.6m。平面形は円形である。断面形はU字状である。

遺物 1層と 2層上屈を中心に須恵器、土師器が出土した。鉄浮は 1点出土し、重量は 10gである。小片
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SK-053 〆〉
~ 
Sρベ.

¥ ¥オ

LトクJ

NO 器種種類 遺存率

1 乗燭 口縁部欠損

2 主主(須恋総) 体古1¥片

3 議(須lι出) 口縁部 ~T，i

百官 1/6 

4 剥片

.1 

大きさ

底1干 3.0tll1 

若古川 2. 1 CIIl 

1J!イ'f~.~ !. 7 C11l 

口1壬 '1.9口11

現存同 11. 2 cm 

長さ 3. 1日11

11わ ζ~JM 2. 3 ClII 

illJI~ 5.78g 

! / . Spベ1

~ 

2 

10.4111 
SPA一一

• 
3 

一

1 暗黒褐色土 灰白色粘土粒を吉む。しまリ、粘性あり。

SPA' 

2 暗黒褐色土 l周に比べ、粘土ブロッウ粒ともにうレ量吉む。しまり、粘性あリU
3 灰白色枯土 黒色ブ口、ノヲ・粒を吉む。酸化鉄分を多量吉む。しまリ、粘性あリ。
4 灰白色粘土 3眉に比べ、黒色粒少量吉む。しまりあリ。粘性強い。

。(S=150) 1m

ζご〉 4 

O (S=l 2) 5cm O (S=l :3) 5 cm 

(1・'1) (2 ~3) 

第 30図 SK-053実測図

特徴 色調・焼成 胎土

全面に府北h。 憧色 細かい白 白色倣亦

良好 色粒

ロクロ成11;0ボタン;Ikのツ7 ミ貼りイ1け。 灰色 白色粒小石

良灯

ロク ロfi)(:ll;九仁l将部ヨコナデ。 灰色 砂 -白色粒 ・小石

良好

黒曜石

表 19 SK-053出土遺物観察表

のため図示し得なかったが、査は別個体で3点、土師器杯も図示したものとは別個体で4点以上出土した。

非常に多くの個体の破片が遺構の上層から出土している。

SK-056(第32・33図)

重複関係 (新 )SK-056→ (I日)SDー017

規模・形態・構造 長軸 2.0 m、短軸l.6 m、深さ 0.75m。平面形は不整な円形である。壁はゆるやか

に立ち仁がり、底面には凹凸がある、底面から 20C1I1上の高さで湧水する。遺構底面で板を 2枚向かい合

わせて立てた状態で検出した。板を立てるために底面にわずかな掘り込みは確認できた。調査時の確認で

は、板材には加工痕はなく、 2枚とも長さ 60CI1l、11I高30crn、厚さ5~ 6 CIllのおおよそ同じ規格であった。

また、高杯と紡錘車が板の間から出土した。

遺物 土師器、須恵器、紡錘車、桃の種子が出土した。前述したが、 1高i不と 3紡錘車は、おおよそ同ー

か所から出土しており 、高郎の下部から紡錘車が出土した。
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SK-054 
、¥ 一-.5PA' 

¥ 、、、、

.2 ¥ • . 5PA・ 2 

ぃ々

1 黒褐色土 炭化物を吉むs粘土を少量吉むしまり、枯性高リ
2 黒褐色土 1層に比べ、粘土多量吉むM しまり、枯性あリ
1 暗黒褐色土 黒色ブロック植を吉む しまリ、粘性あり O (S=1 :50) 1m 

¥ 三111二とJ

〔口三二Jγ1~
/ノヨ竺当私

2 

O (S=l 3) 5 cm 

第31図 SK-054実測図

NO 器種 種類 遺存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

1 翌 (土師器) 円記~割11 8 口1王 22.0Clll 摩耗激しく調整不明 位色 細かい 1'1色粒 ・赤

現存高 8. '1 (111 不l宅 色中立 fiy 

2 両台、fif.不(須7ι{m) 底部 1/4 底径 9.6 C!1l !日l台部はヨコナデ。 以色 細川、い 1'1色1立砂

現存高 2.0山l l'l~J 

3 杯 (土師苦言) 口縁部~底 口f圭 13.0CJIl 内外面ともへフナデn 全{而に亦彩。 赤色 細川、い砂石英

部 1/6 底径 9. .1山l iミ ~I

器高 2.8 ClIl 

4 士干 (土師器) 口縁部 1/6 口径 9.6叩l 摩耗殺しく 調整不明 f迂色 赤色1宣.'J、百

現存高 6.6 ClIl I主的

。士干 (士朗i{，f， ) 全体の lノ2 口f王 14，6ClII 口縁部 ヨコナデs 外間は低部~f本部へフケズリ 内 にぶい員同色 赤色1';1.'石英

底f王 6.0山l 而ヨコナデ。 lHJ 

器高 4.5山l

6 市~j不 (土帥 it~ ) 脚部 1/4 頚1壬 7.0じ川 I干部に脚部をJjj(りやlけ。ヂト目lヘ ァナデ。内面ミガキ |草色 細川、ぃ 砂粒赤色

現行一高 3.5 cm 良好 1主

/ 蓋 (須恵器) 日縁部 ~f本 f壬 17.0Cl1l ロクロ成形c 内閣ナデ 灰 (1色 細かい ILI色粒

部 現存高 .1. I CI1l 良好

表20 SK-054出土遺物観察表

白 色
σI=D O (S=l . 3) 5 cm 

第 32図 SK-056出土遺物実測図
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5K-056 
〈
"-
同

5D-017 
SPA 二一m

5K-056 

クー SPA

5¥ 2・• 3 

ISK-OS6，SD-017) 
2 

50-017 

/ 

~------
1 暗黒掲色土 粘土フロック粒を吉むしまリ、粕性あリ3
2 暗黒褐色土 1層lζ比べ、粘土量す量
3 暗黒褐色砂質士 しまリあリ。
4 黒褐色土 粘土ブロック多量吉むしまリ、枯性あリ。
5 黒褐色土 粘土粒微量吉むしまリ、粘性あリー

1 

~-

ー 一一一

¥ 〈
仏
間

。 (S=150)1円1
品、。

\ ~ ... 'iちψ1¥J'口。
./'f' も¥叩

第 33図 SK-056遺構実測図

NO 器種種類 遺存率 大きさ 特徴 色調焼成 胎土

ib'Jj干(土師器) 脚部 4/5 ほ径 10.4 CIl1 摩 ~É激しく調整不WJ ， I畳色 赤色粒 白色粒 ・小

現存rOi 7.2 Cl1l 不良 口f 

2 議(須曹、器) 口縁部l/8 fま 7.8Cl11 ロクロ目立形。 口主主剖lヨコ寸デ。 問灰色 細かい。 白色粒

現存可 2.0じ"' 良好

3 紡錘車(石製) j比大作 ll. 5 CIH 相IJ間縦方向のlJf泌固チ γー 卜。

J詰大坪 2.0 CIll 

イL1モ 0.9CHl 

t1i;I，! 53. 51 g 

表21 SK-056出土遺物観察表

5K-039~ヘ ト 冷品内ア ¥ ぐM〆/〆λt¥〉¥やも

¥U (lj 
51く040

5K-041 

SPC' 。SP('

， SP8' 

lO.2m 
SPA= 

5K-039 
5K-040 

5PBE~ 司 ー SPB
¥す ¥¥ム /

\~ 2 r--
(SK心40)

1 暗黒褐色土 灰白色粘土ブロッウを吉む。しまリ、粘性あリC
2 灰褐色砂質土 黒色ブロックを吉む。しまリあリ。
3 灰褐色砂質土 2層に比べて砂が主体となる。

SPC型、 ・SP('

(SK-041) ¥主一一一一一一一/

1 暗黒掲色土 灰白色粘土7口yクを吉む3しまり粘性あリ。
2 灰褐色砂慎士 黒色ブロンクを吉む しまりあリ。

(SK-039) 

1 暗黒褐色土 灰白色枯土ブ口、ノクを吉むaしまり1占性あり。
2 灰侶恒砂質土 黒色ブロックを吉む。しまリあリ。

5K-050 

-t--7川 00
y= 617b.OO 

/ 

¥ 10.6m 
SPD = SPD' 

ー
ハ
干
ム
l

3 __  '¥→ー¥ 1

一一一一二二ミ¥ 2 
4 

5PD' 1 暗黒褐色土 灰白色粘土ブロッ?を吉む。酸化鉄分を吉むaしまり、粘性あリ。
2 灰白色粘土 黒色ブ口iノヴを吉む。酸化鉄分を吉む。
3 暗黒褐色士 1庖lζ比べ白色粘土プ口yク多量。
4 灰白色粘土 黒色ブロックを吉む。しまり、粘性あリω

/ 
。 (S=I:50) 1m 

第 34園 町区土坑実測図
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井戸

SE-004(第 25図 )

重復関係 なし

規模 ・形態・構造 直径 0.7m。平田形は円形である。重機により裁ちil;:1jったと ころ、深さは 1.9mあり 、

3点の揃を組み合わせていた。年代を示す遺物は出土していないが、形状的には近|立以降の井戸である司

能性が高い。

遺物 なし

SE-005 (旧)SB-002f (第 35図)

重複関係 (新 )SE-005→(II::J ) Ss一002

規模・形態 ・構造 直径1.9111、深さ 0.9m。平面形は円形である。前述したが、 SB-002の柱穴と同地

点にある。断面及び平面でも確認できなかったため、SB-002の使用終了後、SE-005を掘削したと考える。

梯水は激しく 、上面より 30CJI1下て、水位が下がることはなかった。

遺物 土師器、須恵器、鉄製品、桃の種子が出土した。鉄棒は 14点出土し、総重量は 510gである。土器

片の多くは 1 ~2 層から出土した。 3 長頚壷は底面直上から、その上部で 2 高台付坪が出土した。 1 須恵、

器皿は 2層上層から出土した。長頚査の口縁~頭部分の破片は確認できなかった。

SE-005 。{d
刊
日

-
2

o
c
-
-
ι
tト

10.6m 
SPA←ー

ーナ寸一
十 1 3 

SPA くちプ1 SPA' 

1 暗黒褐色士 粘土プ口ッウ粒を吉む。しまリ、粘性あリ。
2 暗黒褐色士 粘土ブ口ンウきる由吉む。粘性強い。
3 暗黒褐色士 2層よリ粘土ブ口J?yli!吉むω粘性強いa
4 暗黒褐色土 混じリが少なく、粘性強い o (S二1:50) 1 m 
5 灰色砂質土粘土ブ口 yク粒を吉むしまり、粘性あリ。 l 

て 長二時ず〆

¥ /  
第 35図 SE-005実測図
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NO 器種種類 造存率 大きさ 調整 色調 田焼成 胎土

町l(須恵器) 全体の 1/2 1-1径 lι1.，[ Clll ロクロ成形。高占部分1-1111;りI1けて jデc 灰白色 白色粒 ・砂

正くf壬 6.8 CII' 良好

日出!'，":j 2. J CI1I 

2 同台iイj不(土師器)全体の 2/3 II!モ 20.0(111 ロクロ成形。 l村而 1 ~.l: H" 色処Jm、 いìJ.f立 s 本のハケ状 (1村)県色 赤色位 ・白色粒石

Ii(!壬 8.7CIII 工具でミガキ。外IU日[士 I1 ~]:tm ヨコ ナデ。 主IJ書 2 か (外)別立i尚色 lJ<: 

~~~i l ': ，'j 6. 1 CIH 所あり。焼liXi.去にJJj'-";;;，で線車'1を行う。r:j:j:Jもし 良好

くは r~J かG 縦 2 本をづ | し、た後、 |苗 2 本を引き、

下 2本を引く"rー」は憐 1~(のみ。

長頭登(須恵器) 頭部~仁l紋 底径 8.8 Clll ロクロ成形。屑部にド!然'flhがi世見。 にぶい2奇怪色 "，111かいロ赤色1主・石

部夕、t員 現(-7日 18.1 cm 不良 1;~ 

」 j干(土師器) ロ縁剖!i~ 1ft II!'干 13."1 Cm 摩耗激しく調整不明 |草色 石英粒 白色粒

部 1/5 !j"i壬 6.5CII1 良伺

日:.i if~ 1¥. ~I Cl!l 

5 事T(鉄製品) I忌さ 5.7 cm 断面形態は方形 じある。

J比大Ij1ll¥ 0.5口11

j比六!与 O. (j cm 

l立イ11 '1. 70g 

表 22 SE-005出土遺 物観察表

ピット

P-62(第 22・37図)

重複関係 (新)P-63→(旧)P-62 

規模・形態・構造 長Ilidl1.2 m、短 南110.9m、 深さ 0.44m。 平面形は不整な楕円形である。 柱痕は確認

できなかった。

遺物 土 師器が出土した。

P-66(第 22・37図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径 0.7m、深さ 0.37m。 平面形は円形である。 柱痕を確認した。

遺 物 土 師器が出土した。

P-69 (第 22・37図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径 0.7m、深さ 0.36m。 平面形は円形である。 柱痕は確認できなかった。

遺 物 土師器が出土した。

P-73・74(第 36図 )

重複関係 (新)P-74→ (旧)P-73 

規模・形態・構造 (P-73)検出部分の長軸 l.0 m、短 !IMIO. 8 rn、深さ 0.55m。平面形は不整な楕円形である。

底面よ り 20Clll上 の高さで、湧水する。 (P-74)直径 0.9m、深さ O.J m。 平面形は円形で、ある。

遺 物 (P-73)土師器が出土した。

器種・種類

1 1蛍(土師指)

2 IJ干(土師器)

特徴 色調 焼成

外商ヨコナデ、ヘラウズリ 内而ヨコナデ。 赤褐色

良 ~I

外面口縁部ヨコナデ、体制lへラケスリ。内面ヨコ|浅黄色

ブデ。底部に只ストト行。 1良好

表 23 P-73出土 遺 物観察表
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Pへ
SPA 

P-73 
え て.:，て:、げ勺

ρ

SPA ~m P-73 P-74 _. SPA 

時」ーγ¥二/-ーノ
4 品・!.. 3 ，/ 
1 ¥ ( 0 (S=150) 1m 

1 灰褐色土 黒色土7口ッヲ、結土フロックを吉むしまリあリ.
2 黒褐色土 粘土ブロック少量吉むgしまリ、粘性あリ
3 黒褐色土 粘土ブロッヲ多量吉むしまリ、粘性あリ
4 暗黒掲色土 粘土粒微量吉むしまリ、粘性あリ。
5 灰鴇色砂質土黒色粒を吉むしまリあり

¥レ-J，
o (S=14) 5 cm 
ヒ=工=ゴ
(J) 

O (S=13) 5 cm 

(21 

第36図 P-73・74実測図

遺構 重複 規模・形態摘造 出土造物

P-22 なし 直径O.9 m、深さ O.lR m 平rli'iMI1:円形である 住痕l士確認じきなかった 上師法が出土した 小片のため図不し得るもの

はない

P-24 f正し 直径 0.8111、深さ O.~3 m .!.J!.I白形11円形である ti痕を確認した 上r.l fJ ~fi 須恵比fiが出土したd 小片のため悶不し

f~} るものはない

P-27 fこし 直徳 O.i m、深さ O.Ili 111 '1て山形{土円形である 住痕は確認できたかった 土問122が日lJした」小片のため図不し得るもの l

!士プ~t 、

P-28 たし 直作O.i m、?でさ O.:!m 平副 If~1土円形である 柱痕は確認、できなかった 上P'，li(，f}がHJiてした。小片のため凶不し得る bの

l士tn、

P-31 なL it!J予0.6m、深さ O.I~ 111 'l'ltíïl~は門 J~である。 柱痕は確認できなかった 10向li日itが11¥1ごした。小片のため図ィ、 し得る bの

l土tj:し、

P-33 なし 長軸 0.8m、長jllQhO. 1111、1でさ O.17 1l1:t平面形は情円形である。住痕は縦 七印fi~Hi 、 'tl志掠が出土した奇土師器I干片を合む

認できなかった が小Jiーのため図示し得るものはない

P-34 たし 直筏0.8111、深さ O.17 !11 平筒形は円形である。住痕を確認した 1':附械が出七した。小片のため因不し得る もの

l士なし、

P-35 戸工L 直径 0.7m、深on. 18111 '!F:1in形l土円形であるつ住痕11確認できなかった 仁川出i.ifi忠器がtU上した3 小片のため図 F了、し
rf十ろ Lのはなl

P-36 fとし 長軸0.7111、同和Bo. I 111、深さ O.~l m，平田形は惰円形である 住痕l土51.上附出;が出上した三土師器坪片を含むが小片的

認できたがった ため閃示し得るむのはな~': 

P-37 fJし 直i壬O.S 111、伐さ O.~3 111 '1工面形l土円形ぐある 住痕は確認できたかった 土師(，;jが出土したd 小片のため図不L得るもの

l士なL、

P-46 なし 民主径 O.! m、f't:さO.'27 m 、F而形!士円形であるz 住痕は確認できなかった 仁川日号、 須忠告告が出土 Lt:ニ。土師器士千片を含む

が小片のため図不し得るむのはない

P-61 なし 直f千O.I 111、?t'ie'o. ~:3 III 、l'-uiiMは円形である 住痕は確認できなかった Jc附1 際、須恵、 m}が出七したー teffi~~蛮頭部Jtを

合むが小片のため図示し得るものはない。

P-70 なし uii子O.9 111、深さ O.:H111 半面]陪11円形である。住痕を隙認した 医師日rilJ'I1-¥1:: L.tニe 小片のため図市 し得る bC')

はない

P-72 (新)5D-034 直径 O.I 111、深さ O.~l m 判古l形{土円形である『 住痕は確認できなかった 上附様、 須:rS*g:が出土した 小片のため図吊し
一 (旧 )(1-7'2 nるむのはない

P-76 t;.し 直径O.lm、t'止さ 0.18m 平由形!土円形てPある 住痕は確認できなかった 士制i~H}が出土した 小片のため図不し得るもの

:1:/，よl、

P-77 なL l直径O.1111，深さ O.I 111 手間)~!土円形 Jある z 住痕!土確認できなかった 上向ijj~告が山上したー 小片のため図市し得るむの

はなL、

P-78 f， L 直径1.0 m、?tsコO.13 !11ド固形 ~ 'ì円形である一住痕11篠認できなかった 上P'，p誌が出上した 小片のため図不し得るbの

はない

P-79 なし 直径0.5111、深さ O.IS l1l 平田l形は円形であるc 注痕を篠犯した 上自li掠が山上した。小片のため図吊し得る bの

1:J:ftl " 

P-80 なし 長軸 0.86m、制品11o. ~ 111、深さ O.1 !l1。平岡形l計者向形である 住Jf(1士臨 上自h械が1.1.1-'=した。小片 のため図ホし得るもの

~:gできなかった ぱなし、

表24 IV区ピット観察表 (1)
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P-81 なし 長制!.2 !l1、短軸0.8m、深さ0.4'1rn。平田形は椅円形である。柱痕は雌 上自ifi器が出土した。小片のため図吊し得るもの

認できなかった。 はない。

P-82 なし n'l 筏 1.0111、深さ 0.131l1()平而if'手は川Jf3て、ある。 住痕は確認できなかった巴 |ー師 ~~が I~t\ 土した。 小片のため図不し得るもの

はない。

P-86 なし p'j 径 1.0 111、深さ 0.29ll1"， 半而J杉はF"IJ杉である。住痕は確認できなかった。士郎総が出土した。小片のため図市し得るもの

はない。

表24IV区ピット観察表 (2) 

j 0.033)町 d，SK'040)

1~P62) 三~d66)
¥一「二三P倒

にi構外出土)

O (S=1.3) 5 cm 

第 37図 N区出土遺物実測図

NO 器種 ・種類 造存半 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

1 11'干(土師器 ) 11紋}'m1/6 nl圭 9.6Clll 日主将i放し く I淵 ~!l1:不明。 明訪日褐色 制11かい。白色粒 ・砂

日0-033 lJi了子高 3.9 cm 不良

2 j干(土師掠 ) 円紛 ffl)-----低 口f王 12.9CIll f';~ I{i.放し く ~JM ili主不明。 {宣色 小平干 ・|主l色粒 赤色

SK-040 部 1/6 底径 8.8 Clll 不良 1出

器高 2.7 ClI1 

3 燈明皿(磁器) 口H部~底 口径 9.6 Csl ロクロ成形。 外面上部、内田に欽:f~1 を胞布h。 灰白色 制11かし、。砂 ・白色粒

SK-050 前¥1/6 底f圭 4.8Clll 良出T

器高 2.2 cm 

」 郎(土師器) 円紋剖¥-)底 口f王 8.0CIIl 摩市t激しく調整不明。 t萱色 赤色粒砂 ・金雲母

1'-62 部 1/6 底径 4.2 CHl 不良

dfi高 3.9Clll 

日 ヨ~ (上師器 ) JL(;'fI¥ 1/'1 H止f王 7.4CIII 外而ヨコナデ。 l村田横方向へァウスリ。 明赤間色 亦色相'L-I沙・ 石英

1'-66 現存高 3.0 CII! 不良

日 杯(土師器) 11似古1¥-低 口f主 9.2CIlJ 日正j{激しく制整不明。 十畳色 i沙・金主主伺

P-69 部 1/6 底径 4.3 Cs1 不良

:崇高 3.0 CIl1 

7 小型平瓶 (須恵器 )全体の 1/3 口 1~ 2.4 Clll ロクロjまj醇。外聞 t部、口唇部に胞利10 灰色 小;石白色粒

i立構外出土 底径 7.2 cm 良好

法高 5.0 cm 

表25 IV区出土遺物観察表

-48一
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V区 (第38図~第 52図)
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竪穴住居跡

S 1 -001 (第39・40図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 1辺 5.8 111、深さ 0.11mである。平面形は正方形である。遺構上部は大きく 削平を

受けており、本来の掘 り込みは深かったと考えられる。確認できた壁はほぼ垂直に立ち上がり 、壁溝は全

面で検出した。床面は平坦であるが、硬化面は確認されなかった。主柱穴はP-l~ 4、はしご穴はP-5で

ある。P-l・3・4では柱痕跡を確認した。はしご穴は P-5の可能性が高いが掘方が大きい。カマドは粘土

で構築した両袖の一部と支j仰が残る。カマドの周囲からは焼士を検出した。貯蔵穴は確認できなかった。

遺物 古墳時代後期の須恵器部、土師器杯・ 高杯 ・小型査等が出土し、図示 した。遺物はカマド周囲にの

み集中している。

ノ

ー~~
V 

3 

iJY111 

J 

4 

2 

亡: ~l〕三

o (S=13) 5 cm 
トー~一~一~ー「ー→

5 

第39図 SI-001出土遺物実測図

NO 器種・種類 造存率 大きさ 特徴 色調・ 焼成 胎ヰ

1 鉢 (.1二削器 ) 休部~底許1¥IJHle 7.8印l 内外面ともへフウズリ 。 lこぶし、煎俄色 赤色粒小石 ・石

1/3 });¥:1'1:，::j 7. 1 CIlI 良好 英1泣

2 Î~1i 1干(ニi二師i!in fイZ部¥2/3 I，j壬 26.8 cm 摩耗激しく調盤不別。 古1¥にヨコナデ、赤彩確認、 燈色 亦色粒白色 i立

J}1(f，，::j 7.6日11 不良 金雲母

3 j干(須恵器) 口縁部~低 Il1-圭 12.9Cm ロクロ成形。口縁存1¥ヨコナデ 底部へ7ケズリ。 灰色 小石 ・白色粒・砂

部 1/3 1]( f，'，)j 3.6叩] 良好

斗 小型琵(土師器) 全体の 1/2 口f圭 !t!.5 CI1¥ 外面へ yケズリ。内1m隙方向ヘァナデ。 口縁部ヨ にぶい赤褐色 百英小石赤色

IJ~く f圭 6.6 ClIl コナデ。 良好 主主

J]( 1'1'尚 15.6Clll 

5 支胸l 全体の 2/3 j比大川 7.4 cm 非常Lもろく 、調主主等H(!t;mできず。 後色 制IJかい。砂

Jik7¥.厚 6.2口11 不良

現行戸川 11.7 CI1l 

6 郎(土師器 ) 全体の 1/3 I，j子 1/.1.6CJlI 内外市とも上部ヨコブ デ。外国は赤彩を施すD (r人1)191>司令弘色 石英 ・赤色粒 ・砂

}Je(jモ 5.0CIIl (外)赤色

目ii l ~'lî 4. 1 cm 良好

表察観
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赤色粒 ・bも外面削;分;こ沈|他

良'11'

口従 11. I CIIl 内外而にヨコナデ‘赤 .~を施す

現((向 、t3 CIlI線~1<

表26 SI-OOl出土遺物観察表 (2) 

tF (上師器)

遺物出土状況図lb

日
勺
〉

5PC 

'r 

5PC 

--wコ」
勺
〉

1
l

3

A
哲

¥〈
r

，。。

〆、

〆i

、，u

〆
1

yr，

、X
ぐ，，
4

F

n
，か

凶 O-'SPb
b-L 。Sp，Sp， 

5PB 
5PB' 

Spe 

spe-C  

O 

。
Spc 

円。
spd' spd 

可コ
v、

/ 
日
勺
〉、

みく
、
〆

ぞ5'， '-'.)'、

''''-o 00 
o 
ιP 

〉

5 
11.7n、
5PB二二一

f-vこ 5PB
A-A'，B-B'I 

1 暗黒褐色土 白色、黄色桔土恒微量吉むしまリ、桔住あリ
2 暗黄褐色土桔土並書置吉むしまリあリ
3 暗黒沼色士 1庖に比へて暗土粒を吾畳吉む
4 暗黒沼色士 砧土担微量吉むしまリあり
5 暗黄褐色土 黒色土述、7口yクを吉むしまリあリー

一
1 'r 

O (S=160) 1m 

6 4Q 
⑤2 O 5 

l1}m P-6 
speご一 一一 spe

¥f  
¥2 ノ

P-4 
spd .!2!m -. spd' 

Y 

1m 

I1，Im P-3 
spc 一一 ， sp仁

、ブ

(S=I'40) 
「一一寸

O 

P-2 
spb:ー工 一一:spb' 
¥2 J 2) て7

遺物出土状況図

~二工~

b
L 

。(S=1:50) 1m 
(ヒット注記)

1 暗黒褐色土桔土柱微量吉むしまリあリ
2 暗黄ill色土 黒色土粒ーブロッヲを吉むョしまリあリ
3 暗黒褐色土枯士粒多量吉むしまリ畠山
4 暗灰白色土粘土フロ yウ多量aしまリ、粘性あリ

1(-('1 

I A-A¥B-B'の1層と同し
2 A-A'、B-B'Oコ2層と同L
a 白色粘土層
b 隠褐色士桔ヱを吉むs
c 黒掲色土焼士を含むる

SI-001遺構実測図

-hυ 

第40図



Sト002(第41・42図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 l辺 4.7 ~ 4. 5 111、深さ O.05 ~ O. 07 mで、ある。平田形は正方形である。壁はほぼ垂

直に立ち上がる。SI-OOlと同様で遺構上部は、大きく削平を受けており 、一斉1¥では壁も確認できなかった0

~ìiW:は確認で、きなかった。 床国は平坦で、あるが、硬化面は確認されなかった。主H:穴は P-2 ・ 4 ・ 7 である 。

P-2は1辺 0.22m、深さ O.32 111。平面形は方形で、柱痕跡を確認した。P-L¥は長。1110.2m、短軸 0.3m、

深さ O.15 111。平面形は楕円形である。P-7は長軸 0.38m、短IjifllO. 32 Jl1、 深さ 0.17m。平面形は楕円形

である。カマド、貯蔵穴は確認できなかった。焼土や粘土も検出されなかった。

遺物 土師器、須恵器が出土した。造物は住居中央で出土した。出土状況|孟|から同一器種が、ーか所にま

とまっていないことがわかる 。 他1{4'>:は長胴査と甑が 2 セット、須恵器短~J4i1~\ 土師器i不が出土した。 図示

していないものも含めて杯が他器種に比べて少ない。
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第41図 SI-002出土遺物実測図

NO 器種種類 遺存率 大告さ 特徴 色調焼成 胎土

E刷兜(1白iji器) 全体の2/3 I-Ij干記0.11CI1I l人I外市上部ヨコナデ。11'昔11-底部へフケズ九 IVI;h<出色 赤色粒 ・石英小

低筏 5.6(111 iミ好 石

mfl:':j 30.0 CII1 

2 長J制後(土師器) 口縁部-1本部 口径 19.2(:111 内外IIlIJ-.音11ヨコナデ。体制iへフケズリ Hf色 赤色粒 ・石英 小

1 3 現作。 2，1.0CIIl 良好 石

守』 Wli (土師器) 全体の23 n径 15.2CJI1 l怪Iti激しく調整不明主外回見スH1I 怪色 赤色粒 ・石英小

底f圭 6.(j tl1l イ'H 石

ifrirt:j 2.1. 0 CIll 
斗 短Tfis:(須恵器 ) 口縁部~府部 n径 7.0cm 日夕口~形。 外四頭部~阿部にかけ 自然官Iiが散見3 灰色 白色粒砂

1/3 N-rげ:j 4.9 CIIl JH7 
5 j千(J二由Ij6~ ) 口縁官官-(本部 現?i川 G..1 <.:111 円縁部ヨコナデ。外日目体部へ 7ケズリロ 位色 小石 ーイヲ英

片 iヰ:<~ i

日 ¥'11¥ (-1同Ii椋) 体部 ~底 J'ff¥口径 6.6ι"' 外iffiへフケズリ。内面下方げりすーデ。 外i('"1スλ(.1.;'1. !日 IÞ~ì同色 小石 ・赤色t0:・(i

1/3 fJL (1:1'.':; 9，4 CIlI i連立] 主主

表 27 SI-002出土遺物観察表
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1 黒褐色土 白色粘土粒を微量含む。しまり、粘性あり。
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第 42図 SI-002遺構実測図
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Sト003(第43・44図)

重複関係 (新)Ss-006→(旧)SI -003 

規模・形態・構造 1 ill 2. 7 ~ 3. 0 m、深さ O.08 mである。平面形は正方形である。遺構上部は、 大き

く削平を受けている。確認できた壁はほほ、垂直に立ち上がる。壁1院は検出されなかった。床面は平坦で、

掘方には粘土に黒色ブロック ・粒を混ぜた土を貼っている。主柱穴は P-3である。直径 O.4 m、深さ 0.41

m。平面形態は円形で、柱痕跡を確認した。他にもピットを検出したが、住居に伴うものかは不明である。

カマド、貯蔵穴は確認で、きなかった。焼土や粘土が覆土に少量混じるが、明瞭な堆積は確認できなかった。

遺物 土師器、須恵、器が出土した。鉄浮は5点IU土 し、総重量は 10gである。 1はP-3直上の住居覆土か

ら出土した。

SI-004(第43・44図)

重複関係 (新 )Ss-006→(旧)SI -004 

規模・形態 ・構造 i辺5.6 ~ 5.8 m、深さ O.13 mである。平面形はほぼ正方形である。iliWf上部は、

大きく 削平を受けている。確認できた壁はほぼ垂直に立ち上がる。日苦情は検出されなかった。床面は平坦

で、 SI一003同様、床土を掘方に貼っている。主柱穴は lコー1~ 4である。主柱穴すべてで、柱痕跡を1i在認した。

P-jは長軸0.45m、短'1[1110.3m、深さ 0.38m。平田形は不整な楕円形である。P-2は直径0.4m、深さ 0.52m。

平面形は円形である。P-3は長車illo. 6 m、0.45m、深さ 0.44m。平面形は楕円形である。P-LIは直径 0.6

m、深さ 0.4mo平田形は円形である。はしご穴は P-5で、直径 0.25m、深さ 0.15m。平而形は円形で、

柱痕跡は確認できなかった。北西壁中央音1¥の焼土が集中した部分が、カマド、であった可能性が高い。貯蔵

穴は確認できなかった。

遺物 土師器、須恵器が出土した。鉄i等は8点出土し、総重量は 20.2g出土で、ある。 土師器旬、や輩、須恵

器斐が 2層直上から山土した。 6はピット直上の住居覆土から出土した。

ぐ()~)〈
市
川
μγ :J 
3 (51-003) 4 (51-003) 

三二二
/
 

ー

三: ιI:f. 
人1J 一;¥Ld 

8(51ー004) 10(51-004) 11(51-004) 
9 (51-004) 

o (S=1: 3) 5 cm 
lーーマ一一?一~ー「一一斗

第43図 SI-003・004出土遺物実測図
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NO 器種 ・種類 遺存率 大きさ 特徴 色調・焼成 始土

1! ( 土師 6~ ) 口縁部片 現 (fl~i 6.0 CIlI 内外聞上部ナデ I列i立?出色 赤色粒 ・白色位

日1-00:3 T二lミ

J "i!~ (上師器 ) 口縁部片 f且(frUj 3.9 CIIl r主ft;激しく調整下明= tI<尚色 赤色粒 イ可英

日100:3 不良

打、(t.n'nilil) 口禄部 15 I.Jr王 1:.3..1 CIlI l '戸 Iti)~ しく調主主不明 叫 ぼ色 砂白色怯

SI-OOょ fJl. (，':，'::j 3.4じ111 ィー凡
，，':j f， f.f f，干 (須 恵 底部片 JJI. (1: ，'::j 1. s5仁川 ロクロ成Jf~ 政灰色 細かい3 白色m. 砂

fHJ 

S 1-003 

:， η、(上師 6~ ) n縁部 16 rlr王 1"1.0 (1IJ 1'1縁部ヨコナヂ内面ミガキ I別抗!品色 細かい、赤色粒 iiy

SI-OO.I 現 (ir~:j 3. 3 t'1ll 良好 白色粒

6 ヨH 須忠告苦 ) 1岡部片 思I.tu:百 6.S UII 外出平行タデキ 内回へフナデ外山に施削I l火1:1色 白色粒黒色粒砂

S 1-004 上Hf

r I干(上附 ð~ ) 口緑部 16 I1 佳 11. I CIII !草花激しく調整下明 にぷい占51品色 細かい白色柁砂

SI-OO.l 早t.f-rr¥:j 5.6 CIlI ド良

月 tl、(上師器 ) 口縁部 nr王 11.8 CIII 11絃剖;ヨコ「デー外田下部にススf.t'U 政!日色 赤色粒 ・砂

SI口04 fJ.l fi~lùj 3. ，3 Cl1l fHT-

日 Jici長自主主(上白石器) 口Lま剖j--:;;白剤l現({ruj I.2clIl F，f;fl激しく不明 尚色 小右 ・赤色粒

S 1-004 トn
10 付、 (士師器) 口縁部片 現!i:，日j 3.:3 (，1lI 円縁部ヨコナデ。底部1ス付せ 明t立!品色 赤色1主・砂

51-001 不良

11 tf ( 卜師6:lJ 底部 15 l庄径 7.6 CIU 昨1:[;激しく調盤不明 十ff色 赤色粒 ・白色粒 ・(i

51-00-1 日~，:':i 3.51111 ドfl 英

表28 SI-003・004出土遺物観察表

)t 

51-004 

51-003 

g 
m 。

.5 

O
 JO
 

もむ

A

V

h

も

¥
l
ι
h
u
 

Ar

v〈

4
4
、Y

。
6 

5PA' 

。♂口
pQ 5PA' 

向。SPD ! l.2m - . SPD' 

J 弓トID.D')
1 ~.尭土
2 暗黒渇色土 J克土粒‘炭化担少量吉むしまリあリ
3 暗茶褐色土 白色桔土フロ yク粒吉むしまリ、粘性高リ
4 自色桔土

)t 

SPA~m 

一一寸一一一 一ベ了一 平七一一一一一二二二
51-003 51-004 .5PA' 

工二二 二二「一一

SPC .1 L2m 

T 
51-004 

lA.A'， s.s二(.(')
1 暗黒褐色土 白色桔土棺吉むJ克土桓位置しまリあり
2 暗灰白色桔土 床材一黒色桔・フロッウを吉むしまリあり
3 黄褐色桔土 黒色粒微量ーしまリ、粘性あリ。
4 暗黒褐色土 焼土結、粘土誼を吉む回しまリあリ。
5 暗黒褐色土 粘土フロッヲ多量吉むしまリ、粘性あり

51-003 

O (S=l :60)1m 

第 44図 SI-003・004遺構実測図
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S[-005(第 45・46図)

重複関係 (新 )SI006→(1日)SI一005、SKー058

規模・形態・構造 l辺 4.5 -----4. 7 111、深さ O.09 111である。平田形は正方形である。遺構上部は、大き

く ì"i lj 平を受けている。確認できた~~.rはほぼ*ユ直に立ち上がる 。 壁1'111'は全検出されなかった。床面は平坦で 、

+)111ブ7に粘土に黒色フ守ロック ・粒を混ぜた土を貼っている。主柱穴は |コ[-----3・7で、ある。P-lは長車1I1O. 5 111、

短中1110.35m、深さ 0.59m。平田形は柏円形で、柱痕を確認した。P← 2は|直径 O.5 111、深さ 0.33111。平

田形は円形で、柱痕を確認した。P-3は長IIIlkO. 45 m、短軌 0.3m、深さ 0.28m。平面形は楕円形で、柱

痕を雌認した。P-7は直径 0.35m、iAEさ0.52m。平面形は円形である。他にもピットを検出したが、住

居に伴うものかは不明である。カマト¥貯蔵穴は確認できなかった。

遺物 土師器、須恵器が出土した。鉄浮は 2点山土し、総重量は 30.19である。 1は住居覆土からの出土

である。

S[-006(第 45・46図 )

重複関係 (新 )SI006→(11=1 )SI-005、SK-058

規模・形態・構造 l辺 4.4-----4. 7m、深さ 0.08111である。平面形はほぼ正方形である。遺構上部は、

大きく 削平を受けている。{確認で、きた壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁構は南壁で検出された。床面は平坦

で、SI-005同様床土を掘方に貼っている。主柱穴は P一l・3・9・10である。ILJは直径 O.3 111、深さ 0.31m。

平而形は円形である。P-3はl辺O.7 111、深さ0.4m。平面形は隅丸方形で、柱痕を確認した。P-9は直径O.6 

m、深さ 0.34m。平面形は不整な|工l形である。P-IOは長ilIl1I0.75 m 、短ilIl1IO. 5 111、iAEさ0.38m。平面形

はイベ整形な椅円形で東側に突出昔1¥をもっ。柱痕を確認した。カマ l¥ 貯蔵穴は確認で、きなかった。

遺物 土師器、須恵器が出土した。鉄伴は l点出土し、 重量は 0.2gである。4・5土師器の長胴査は住

府組上円iからまとまって出土した。6支!日、11はP-2覆土からの出土である。

「
」
¥

r

、J
ハUハU

\ーユ- ~1 -006)

2J\た~，

日
-c4(51-006) 6 (51-006P-2) 5 (51ー006)

o (S=l: 4) 5 cm 0 (S二 1:3) 5 cm 
ヒ=二=ニゴ ト「戸ー←~ー『一-1

(4-5) (1-3.li-i) 

第 45図 S[-005・006出土遺物実測図
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NO 器種種類 選存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

杯 (士帥iiffi) 口縁部~底部 口1圭 15cm 眼下毛激しく調整不明一 車!H白色 赤色粒 ・砂

SI-005 1 3 ;根両 1. 6 (111 j;良

つ 先(上師器 ) 口車ま剖;片 現(t=/.':j 9.6山l 日縁部ヨコナデ ほ色 白色粒 ・小石 石英

S 1-005 fJl 

1 11' (上附器) 口縁部~底部 口f圭 1:~. :! t:1!1 外IlU口縁部ヨコナデ 内外IlJjとも休部~底部ヘフ 明l立尚色 品聞かし、。砂 ，，JI、色'h'i

S 1-006 1/3 出}If:j .1.-1仁川 ウズリ 良fj

世(仁自IjI6号) 口縁部~胴剖i11径 20.li CI!I 外而口縁背fjヨコナデ。 {本官11へラウズリ 内l(iiWi)j赤尚色 赤色粒 ・砂小'(，

S [-006 1/3 タiJUfr:'~ 15.:3 (111 向へラケズリ F 不良

5 J{JI向型H 士財16g) 口縁部~胴部 刊行 19.:3CJIl 七日Eが非常にNt~\Q 内外商とむ口 ，U部ヨコナ:F ド i引赤I品色 赤色位 ・白色粒

S [-006 fJUi冶'，'j 11.8 cm 部へラケスリ J'Uii 

(、 文脚(土製 ) 1r1 kl'l S.3仁川 側面ヨコナデ ほ色 砂赤色粒

SI-006 P-2 n~ {fruj ;).0 Csl 只灯

f 高 t;{，t f干(須恵 底部 16 u'H壬 10.5<:111 口クロ h~形コ 向己部分へフウズ リ 灰色 黒色粒 ・臼色粒

日号) {\:(f rf~ :2.6clIl 良好

SI-006 

表29 Sト005・006出土遺物観察表

にJ
"-
同

'" a ν、 " <s 
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へ。且 〆¥
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O O 

ヶし

円
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U
 

35P60C 

U 

m 
U 
(Jel0 目。

5PA' 
. . P7U 5PA 

P-
40 3 

4，5 

51-006 ，，" lr ，"..、内

的 '-ヤザ

〉4rt
¥; 51-005 

句
包i
b、

ll.Jrn 
5PA 

51-006 51-005 
， 5PA' 

¥'  

5 

lUn、
SPs= 

51-005 
SPs' [A.A¥s.s'、C.C')

1 暗黒掲色土暗土粒書量。しまりあリ勾
2 明沼色土 床土黒色粒フロンヲ吉むしまりあリ
3 培黒掲色土桔土桔多量しまリあり【
4 黒褐色土 床土黒色粒 7目。ノヲ吉むしまリあリ
5 黒褐色土 まい)~く、しまりあリー

11.3円、
SPC cー 51.006 SPC 

O ($=1 :60)1m 

第 46図 SI-005・006遺構実測図
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SI-007(第47図)

重複関係 (新)SI -007→(旧)SI3一005

規模・形態・構造 検出部分で]辺 7.0m、深さ 0.08mである。平面形はほぼ正方形と推定される。遺

構上部は、大きく削平を受けている。確認できた壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁備は検出されなかった。

床而は平坦で、掘方にブロックを含んだ土を貼っている。検出部分では、カマ ド¥貯蔵穴は確認で、きなかっ

た。A-A'の東側で焼土が集中した箇所がI確認できたため、調査区外にカマド等の施設がある可能性が高い。

遺物 土師器、須恵器が出土した。鉄浮は1点出土し、重量は O.05gである。
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大きさ

iJ:: (;ι 5 .9 山 I I' :~ I合政しく刺殺不明。

特徴 色調・焼成

IVIJ五尚色

イミj込

胎土

赤色粒 ・白色粒

表30 S[-007出土遺物観察表
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掘立柱建物跡

SB-005 (旧 )SK一06 1 へ~ 63・070・071、P-108(第 48図)

重複関係 (新)S [-007→(旧 )SB-005

規模・形態・構造 北側が調査区外で、確認できたのは桁行 2問、梁行2問。柱聞は梁行で 3.5mである。

桁行を基準に主軸は、 N-2
0 -wでで、ある。柱穴の平l面屈形は、精円形及び円形である。平面図からの観察で、

b.d.cでで、柱痕をU

北{官側I即則り引l同カが1訓査区夕外卜となつているため対の柱が確認でで、きていないが、独立棟持柱の可能性もある。

遺物 土師器、須恵器が出土した。 1はeの覆土から山土した。

SB-006(第 44図)

重複関係 (新 )Ss-006→(旧 )SI-003・004

規模・形態・構造 北東面と南西面の柱穴は確認できなかったが、桁行 3問、梁行3問。柱聞は桁行で 3.2 

m、梁行で 3.2rnである。桁行を基準に主軸は、 N- 10
0 
- Eである。

遺物 なし
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器種 ・種類 大きさ | 特徴 色調 ・焼成 | 始土
1 I鎚(土師器) 伐(f尚 5. 1 ClII外而(士服陀激しく調整不明。内商はヨ コナデ 燈色 |赤色粒砂

不良

表31 SB-005出土遺物観察表

溝跡

SD-026(第 49・50図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 11届O.7 ~ 1. 3 m、深さ O.11. ~ O. 20 m、検出部分の長さ 3.7m。南東一北西方向に走

る備で、断面形は血じりとである。底面にピット状の桐り込みがある。

遺物 土師器、須恵器が出土した。

SD-027(第 49・50図 )

重複関係 なし

規模・形態・構造 111高O.5 ~ 1. 0 m、深さ 0.15m、検出部分の長さ 6.5m。北西一南東方向に蛇行した溝で、

断面形は逆台形状である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。

SD-028(第 49・50図)

重複関係 (新)SD-029・030→ SD-028→(I日)SI<-66 ~ 069 

規模・形態・構造 111);0; 1. 1.3 m、深さ O.26 l11、検出部分の長さ 15.4l110 南東一北西方向に走る構で、断

面形は逆台形状で、ある。

遺物 土師器、須恵、器が出土した。土師器の長JII司査は破片の状態でーか所に集中して出土した。臼玉は、

惜の東側で出土した。

SD-029(第 49・50図 )

重複関係 (新)SD-029→(  I日)SD-028・03l

規模・形態・構造 l陥1.0'"'-'1.6m、深さ O.4 111、検出部分の長さ 7.6111。南西 北東方向に走る構で、

西側にテラスがあり、底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵、器が山土した。

SD-030(第 49図 )

重複関係 (新 )SDー030→ (I日)SD-028・031、P-l15

規模・形態・構造 111高1.5'"'-'2. 0 m、深さ 0.55m，検出部分の長さ 9.7m。南西一北東方向に走る溝で、

SD一029と平行している。IJ;JT面形は皿状である。

遺物 土師器が出土した。土師器護が含まれるが、小片のため図示し得るものはない。

SD-031 (第 49図)

重複関係 (新)SD-029・030→(旧)SD-031

規模・形態・構造 111百O.9 ~ 1. 2 m、深さ O.2 111、検出部分の長さは 4.6 111。南西 北東方向に走る潜で、

SD-028と平行している。断面形は逆台形状で、ある。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示し得るものはない。
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SD-032(第38図)

重複関係 なし

規模・形態 ・構造 l幅0.5m、深さ 0.15m、長さ 9.0mo南東一北西方向に走る溝で、断面形は逆台形

状である。

タト

SDory11ト pp
P-l0 -山3

，"，'ロ
パ";:'0-

¥ λも氏、 -(')¥l 
/ゃ い別

あ 開

(U

¥ b 
Q 
同

~一一 ー~、、-.__.-~、
一 一九i~-031 

SK-067 
ト一一一、

〉ぐ〆 39
もや

同。口」

O 
¥¥¥1¥ i 

¥¥、全1

~;九九〉ム(')\l5ニミD-ミ028 ¥ 
、4〆J 

O (S=1.100) 3m 

50-026 50-027 

(A.A') 

SPA !..!Jm 

三三二一一一一一一 L ------一一一
1 表土

_. SPA' 暗黒褐色土 粘土吉む。粘性、しまリ弱い。

3 黒褐色土 粘土粒，ffl土粒を微量吉む。しまり強い。
4 暗黒褐色士 4層に比べて粘土粒、焼土粒が多く、しまリ強い。

SPB 222m 
¥ =.SP8' 

「 ¥ /'¥10
¥ 、 『 ζこ_11-ーーで占h ¥←  自 J ¥ / 一一比一ーで込 -v ¥ーノ 3.'"之、 £ 

5\ーこ~ ーーーノ
(8.8'、(.C)

50-030 
11.4m 
SPO'ー

50-031 
50-029 50-028 一 ，SPO' 

(0-0') 又一一よーーノ
1 暗黒褐色 白色粘土粒を吉む。しまリ、粘性あリ。

1 暗黒掲色土 酸化鉄分を吉む。しまりあリ。
2 黒褐色土 2層に比べ土器を多く吉む。
3 暗黒褐色士 3層lζ比べ粘土少量E
4 暗黒褐色土 白色粘土多量吉む。
5 暗黒褐色土 粘土粒多量吉む。しまリあリ。
6 暗黒褐色土 白色粘土粒、ブロツウを吉む。しまリ、粘性高比
7 灰白褐色土黒色ブ口γクを吉む.枯性あリ。
B 暗黒褐色土 4届に比べ粘土粒が少量，
9 暗褐色土 黒色粒を微量吉む。しまり、粘性あリ。

10 黒褐色土 白色粘土粧、炭1ヒ物を吉む。しまり粘性あり。 o (S=I: 50) 1m 
11 暗黒褐色土 白色粘土を吉む.粘准あリ。

第49図 V区西部遺構実測図
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第 50図 SD-026 ~ 029出土遺物実測図

NO 器穏 ・種類 遺存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

斑 (Hn\l~) 底部 1/3 底径 9.6 (;Jl1 l主従激しくilI，¥1整不明。 J控色 赤色位 小石 ・石主主

SI)-026 現Yt:/.:i 2.5αH 不良

2 迎<-1::自lI6ri) 口縁部片 現(-t~lúj 3.6(111 内外部ともヨコナデ。 I!JJ，JM品色 赤色粒小石石英

SI)-027 不良

さ liii<宮l忠mn 口縁部片 現f-，":r.'~ 5. 2 cm ロデロ成形。口唇部ヨコナデ。外而にijilJ突痕あり 灰色 白色粒 ・砂 ・黒色fY.

SDー028 良好

4 ヨ~ (なl恋¥lli) 頚部~屑部 現t-r-: ~':i 5..1 tlll ロクロ成Jr~ロ 頭部ヨコナデ。 外商に平行タタキ。 1" J:R色 赤色粒砂・小石

SI)-028 [lfiにあて具痕が残る。自然申hが散見。 HM 
5 長JJ問惣(上師器) 口縁部~件、 Ilf} 19.3 cm 日制t非，~~.に rtf，.し、。 内外市とも円縁部ヨコナデ。 (1' l則請、↑品色 黒色粒砂 ・白色粒

SIJ-028 部 1/3 現存仙 14.8 tlll t~1\へラケズリ 。 良好

底部 1/2

日 昨(上師法) 口縁部片 JJ!l，'I'，百 5.9叫 口紋部ヨコナデ。 Ht色 小石 ・赤色粒

S1)-029 不f-l

7 型H須，Et!.{ffi:) H阿部片 現YfrOj 5. 9 CJ1I ロクロ目立形 外商に平行タタキ 内而ナデ j火lコ色 白色粒 ・豆、色粒 ・小

$1)-029 良釘 石

8 l斗玉(石製) 部欠f員 [立f王 0.75CIll 側面縦方向の研磨。緑色凝灰岩a

SI)-028 干し f~ 0.25 CIll 

政大高 0.5 CJt1 

表32 SD-026 -029出土遺物観察表

遺物 土師器が出土した。土不の口縁部片が含まれるが、小片のため図示し得るものはない。

土坑

SK-057(第38図)

重複関係 なし

規模 ・形態 ・構造 直径 O.9 111、深さO.15 111。平面形は不整な円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

ピッ ト状の掘り込みが 2か所ある。底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。平底の昨が含まれるが、小片のため図示し得るものはない。

SK-058 (第51・52図)

重複関係 (新)SI -006 . 007→ ( I日)SK一058

ηノ
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《

h
U



規模・形態・構造 直径 0.9111、深さ 0.45111。平面形は円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

は平坦である。

遺物 土師器が出土した。鉄浮が 2点出土し、総重量は 0.5gである。

SK-059(第 51・52図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径1.0 111、深さ 0.2111。平面形は不整な円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。

SK-060(第 38図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 直径 0.95111、深さ 0.36111。平面形は円形である。壁はゆるやかに立ち上がり、底面

は平坦である。

遺物 土師器が出土した。鉄棒が 1点出土し、重量はO.5gである。小片のため図示し得るものはない。

SK-065(第 51・52図)

重複関係 なし

規模・形態・構造 長軸1.89111、短軸 l.02 111、深さ 0.2111。平面形は不整な楠円形である。北東壁は撹

乱のため検出できなかった。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。遺物は l層もしくは2層上層で出土した。

SK-066(第 49図)

重複関係 (新)SD-028→(旧)SK-066 

規模 ・形態・構造 検出部分の長軸l.0 111、短軸 0.59111、深さ 0.2111の士坑。平面形は楕円形であると

推定される。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。SK-067~ 069と主軸が同じであり 、関連

性が考えられる。

遺物 土師器、須恵、器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-067(第 49. 52図)

重複関係 (新)SD-028→(旧)SK-067 

規模・形態・構造 検出部分の長軸 0.8111、短軸 0.4m、深さ 0.12111。平面形は楕円形であると推定される。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。遺物は、床面直上より出土した。

SK-068(第 49図)

重複関係 (新 )SD-028→(旧 )SK-068

規模・形態・構造 検出部分の長軸 0.8111、短軸 0.7111、深さ 0.12111の士坑で‘北側を SD-028に切られる。

平面形は不整な楕円形であると推定される。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 土師器、須恵器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-069(第 49図)

内
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重複関係 (新)SD-028→(旧 )SK一069

規模・形態・構造 検出部分の長軸 0.4m、短車1110.49m、深さ 0.14m。北側を SD一028に切られる。平

面形は楕円形であると推定される。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

遺物 土師器が出土した。小片のため図示し得るものはない。

SK-058汚Y 母子

¥ 
析。¥
SK-059 

ペK-065
〉マぺ。世
川¥

ι手や

可ごア
叫モ主づ 5PB11.30、

SPA ;.:c:'" - . SPA' 

1 黒褐色土 粘土粒、炭化物を吉む。しまリあリ。
1 暗黒褐色土 白色粘土粒、焼土粒多量吉む。しまり、粘性あリ。 2 暗黒褐色土粘土粒吉む。しまリ、粘性あり。

ピット

P-109(第 38・52図)

重複関係 なし

第 51図 SK-058・059・065実測図

叫 /三 町

℃二乙竺ノ

1 暗黒褐色土焼土粒、炭化物を吉む。しまり、粘性あリ。
2 暗黒褐色土 黒色ブロッウ、酸化鉄分吉む。しまリ、粘性あリ。

。($=1:50) 1m 

規模 ・形態・構造 直径 0.48m、深さ 0.15m。平面形は円形である。柱痕は確認できなかった。

遺物 底面直上から鉄浮が出土した。

遺構 重複 規模 ・形態 ・構造 出土遺物

P-90 なし 直径 0.11m、深さ 0.45Ino 平面形は円形である。住痕は確認できなかった。土師擦がLU土した。士干の口縁部片 が含まれるが、

小片のため図示し得る ものはなし、。

P-92 (新)P-92→ 直径 0.3m、深さ 0.27m，平面形は円形である。住痕は確認できなかった。土師器が出土した。裂が含まれるが、小片のた

(1日)P-93 め図示し得るものはない。

P-93 (新)P-92→ 直径0.4m、深さ0.34Il1c 平面形は円形である。柱痕は確認できなかった。 土師探が出土した。小片のため図吊し得るもの

( 1日)P-93 はない。

P-94 なし l直径 0.'1m、深さ0.171110 平面形は円形て';!i，る。柱痕は確認できなかった。土師miが出土した。小片のため凶刀、し得るもの

はない。

P-95 なし 直径 0.5m、深さ 0.28m。平図形は円形て'ある。柱痕は確認できなかった。土師器が出土した。護のH同部が含まれるが、小

片のため図示し得るものはない。

P-99 (新)P-115→ 直径 0.5111、深さ 0.3m。平面形は円形である。柱1良は確認できなかった。 土師器が出土した。平底の杯が含まれるが、小

( 1日)1'-99 片のため図示し得るものはない。

P-l02 なし 直径 0.65m、深さ0.151110 平面形は円形である。柱7長は確認できなかった。土師器が/.1:1"ニした。小片のため図吊し得るもの

はなし、。

P-l03 なし 直径0.3m、深さ0.4m。平街形は円形である。住痕を確認した。 土師器が1:1:¥土した。小片のため因不し得るもの

はなし、。

P-l06 なし 直径 0.34m、深さ 0.39m。平面形は円形である。柱?艮は確認できなかった。土日市揺が出上した。 I平が含まれるが、小片のた

め図示 し得るものはない。

P-lll なし 直径 0.6m、深さ0.12m。平面形は円形である。柱j反は確認できなかった。 土師棋が出土した。小片のため図アドし得るもの

はなし、。

表33 V区ピット観察表
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第52図 V区出土遺物実測図

NO 器種種類 治存率 大きさ 特徴 色調焼成 胎土

型~ (士附(，~ ) 円すま{fi¥J-l 現 {r:r.~ 3. 1 仁川 内外商と bヨコナデ2 明1削白色 亦色1立ー小r，• (i IA 
SI¥-058 良好

ゾ 上ィ、(上師出) nH部 16 1111 9.6仁川 l事耗激しく調整ィ、明 明黄尚色 制11かい砂亦色1立

51¥-059 b'f1千五 otlll 不良 1'1色1宣

現IH:i 3.2印l

1 郎(上師器) fl • .i:剖~ 1 6 111:壬 9.5CUl 口紋部ヨコナデ。内面l立他干状H育文ー 1立色 k4111i、し、 {ゆ・小h

5K-065 .t}l (f:r:':i 1. 5 ClI1 良~J

j司、(上師ffii) 主主的¥1/2 111壬 15.9日11 口材、部ヨコナデ摩従激しし」 !珂:1m白色 赤色1立・金主主舟 (， 

5K-065 JiO正 11.0 cm 8.!Ji ，と
J)Ur'，i':i :3.:30111 

5 世H 須ItzHfr) 11 f土問n jQ ({~':j 6. 5 Cm ロクロ成J[;九 触が(J菅 以:色 ["1色粒 ・小ii

SK-06i 良好

6 世H I司自市(，") ，1 f.I<伺IJ1 rJt (f:r:'，'i :3.! Clll 1事耗I放しく調整不明 ([1'1)灰色 制lかい砂ぷ色位

SK-06i (外)貨!日色

不良

7 ~1< i宰 全長 6.6<:111 

P-IIO i止j、恥 8. 仁川

，r[ 1，( 209. 38g 

表 34 V区出土遺物観察表
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7 その他出土遺物(第 53図)

確認調査での出土遺物が 1~ 12である。 年代は、称生時代から近現代まで確認した。表採遺物は 13

~ 19である。年代は奈良 ・平安時代から近世までの遺物を確認した。

r m川
川
川
wv
o eB 4 (42T) 甲乙T)2 (28T) ① 3 (39T) 

川
川
川
川
川

w

6 (104T) て 壬ヲ

@ 9(163T) 

8(113T) 

ハハハ
園川〕
o 12(確認調査時表採)

山 \~-- 表採 c =日1引表採)

13(表採)

卜¥ペ

17(表採) 口8(表採) C二コ1時採)
O (S=13) 5 cm 

(1-3・5-9'12-16' 18・19)

O (S=1'2) 5cm 

(4・10・11・17)

第 53図 その他出土遺物実測図

NO 器種 ・種類 遺存率 大きさ 特徴 色調・焼成 胎土

l ~(土師器) 口縁部片 現存出 2.6CIll 内外面ともハケ状工具ナデ。 にぶい黄燈色 白色粒 ・石英 ・砂

(14T) 良釘

2 l司郎(須恵器 ) 脚部 最大幅 3.7 Clll ロクロ成形。 灰色 白色粒・石英

(28T) 現存It~ 4.8 c!u 良好

3 土j唾 完形 最大l陥 1. 1 CIll 外面ナデ。 明赤褐色 白色f立

(39T) 長さ 4.1CJll 良好

表35 その他出土遺物観察表 (1 ) 
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4 iFtめんこ 中国 5.5 crn 型入れ 1草色 細かし、。砂

(-12T) 最大厚 0..1 CIll 良好

長さ 1. 5 CJl1 

b 猪11(磁紫 ) 完形 nl手 8.9CIll ロクロ成形e 内外uiiに灰白色紬が施1由。 灰色 白色粒 ・砂

(-I2T) 底径 4.5 Cl11 良好

器高 2.0 cm 

6 議(須恵器 ) 1/.1 現存舟 2. 口1I ロクロ成形。上部へフケズソ 。自然袖が散見。 灰色 内色位 ・石英

(1041") 良好

/ 査(弥生土器) 底部 16 底f王 8ι-1cw 外回ハケ状工具で |ご)，向にナデa内面はナデョ にぶい褐色 向色粒 ・砂 ，J、石
(106T) 現存r-Ji -1.2 cm 良好

8 かねらけ(土師 完形 口径 8.9 cm ロクロ成形c内外面と Lへフケズリ c底部糸切り痕3にぶい黄色 細かい。砂白色粒・

質) 底径 '1. 5 CUI 良好 赤色粒

(113T) 昔i!高~. 0 cm 

9 土錘 完形 最大幅 0.85 CIIl 外四ナデ。 明赤褐色 細かい。石英粒・砂

(l63T) 長さ 3.8 cm 良好 赤色粒

10 古銭 完形 直径 2. I Ctll 寛永通貨近世~近代初

(271") 重主主 O.Olg 

II 古銭 完形 直径 2.7 CIll 文久永賢 1863年以目玉

(l63T) 重量 O.Olg 

12 銃弾(鉄製) 長さ 6.0 cm 下方の刻みを 2段持つ。女釘t製であるa

(確認調査時表採) 最大幅 1. 27 Cm 

重量 39.9-lg 

13 睦(須恵器) 孔直径 1. 3 cm ロクロ成形。 (外)黒褐色 白色栓小石

表採 現存高 3.8 CIII (内)灰色

良由I

トl 軒、(上師器) 口縁部~底部 口径 15.0 cm 摩耗激しく 調整不明。 f草色 細かい。 白色粒

表採 1 5 低径 i. 8 cm 不良 石英 ・赤色粒

器出i3.9 C11I 

l5 かわらけ(土師 完形 口f圭 8.4印 l 内外国ともI"llH激しく淵樫不明s f苦色 赤色粒砂 ・小石

質) !政1圭 6CI1l 不良

表採 経高 し7CIll 

16 燈明皿(磁器) 完形 口径 11. 6 cm ロクロ成形。内市、外而上部に鉄紬が施紬。 灰白色 細か L、。 黒 色位 ・

表m 底径 5.0 C1II 良好 li:!; 

器高 1. 7 CIlI 

17 上人形 頭部のみ 最大幅 3.6 CIIl 口は俸状のもので穴をあける。 十在色 白色粒赤色粒

表採 五i大厚 3.2 cm 鼻にも穴をあげている。 良企l

現存高 3.3 Csl 

18 砥石 (王lま完形 最大幅 2.8 CJI1 4凹[、砥石聞を持つ。安山F73

表採 最大厚 2.6 cm 

i立存長 7. S Clll 

重唱: 70.8g 

19 砥石 一部欠損 i法大幅 ー1.4C!H 3固に砥石函をもっ=安山岩。

表採 最大厚 7 CIll 

i童存長 8.0印】

重量 101. 64g 

表35 その他出土遺物観察表 (2) 
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第3章 まとめ(第54~I) 

今回は、広大な面積を対象に確認調査を実施し、引き続いて木訓査を行った。確認調査では、調査区

の南側で、遺構確認面が検出されず、植物腐食層が広がっており、旧来は沼地のような地形であったことが

判明した。制査した結果、弥生時代中期から仁|コ近世まで、 幅広い|時代の遺物が出土した。

上湯江遺跡Wで検出した遺構の多くは、古墳時代後期から奈良 ・ 平安時代にかけて 、 7 世紀末~9 世紀

の時期がl中心である。調査区全体では南北が高く中心が下がる地形であるが、本調査範囲は南から北側に

むけて、ゆるやかに上がっていき、最も北側で、あるV区では微高地が広がる。微高地上では竪穴住居跡を

検出し、 集落が営まれていたことが判明 した。各I時代ごとに以下のとおりまとめる。

1 縄文時代・弥生時代

今回の調査では、遺構は確言忍されなかったが、黒曜石の剥片と弥生土器が出土した。これまでの調査で

は、古墳時代以前の遺物は出土していないが、今後は、縄文時代、弥生時代の遺構の可能性も念頭に置く

必要がある。

2 古墳時代

平成 26年度調査で古墳の周溝が検出されていることから、周i$ltがある可能性を念頭に置いて調査した

が、今回の~)M査では検出されなかった。 調査区全体で古墳時代後期の遺物が出土しているが、遺構は少な

い。古墳H寺代の遺構は I区前跡 1条、 E区構刷、l条、 皿区i背跡4条 ・土坑6基・ピット 2基、 N区南跡2

条 ・土坑 1基・ピット 2基、 V区竪穴住居跡 1軒・構跡、2条 ・土坑4基 ・ピット 2基である。N区の SI¥

056 からは、 1~~の種子や古墳時代の高杯の脚部と、その下部から紡錘車が出土している。 また、遺物を挟

む状態で板材を検出した。板材と板材の問は狭く、 J二|二戸や暗渠排水といった生活のための施設ではなく、

祭杷的な意図のあるものと想定したが、類例をみつけることができなかったため断定はできない。 SDー017

は、調査区の東側を区画するようにまわる構である。残念ながら、区画の中心部分は後tl:l:の撹乱により、

遺構は検出されなかった。V区では、 SI-001とSD-028である。SI一001は、検出した竪穴住居跡の中で唯

一カマドを硫認した住居である。SD一028からは、古l業時代の石製の臼玉が 1点出土している。

3 奈良・平安時代

当該時代が、上湯江遺跡Nの巾心の時期である。出土遺物では、土|叩器罫が最も多い。多くの土師器片

は、摩耗が激しく調整等は不明だが、器形などの特徴から上総型1不が多く含まれている。奈良 ・平安時代

の遺構は I区構跡6条 ・土坑2基 ・井戸2基 ・ピット 2基、 E区土坑7基 ・ピット 1基 ・性格不明遺構]

基、 皿区l背跡5条・土坑 25基 ・ピッ ト27基、 lVIKiI:J¥立柱建物跡4棟.i背跡8条 ・土坑 11基 ・井戸 1基・

ピット 52基、 V区竪穴住居跡 6ilFI・掘立柱建物跡2棟 ・溝跡5条 ・土坑5基・ピット 53基である。 1区

とN区の SDー007は調査区の東西方向を走る。加工痕のある木製品が出土しており、 W区で出土した遺物

から奈良時代に帰属すると考える。今回出土した木製品の類似品は確認できていない。W区の SE-005か

らは、高台イてj町二や長頭査、須恵器JIHなどの遺物が，':1:'，土した。出土した高台付亦は、体苦1¥正位に焼成後に刻

書されている。家IJ書が鮮明ではない部分もあり、断言はできないが、書かれている文字は「井」もしくは

i -::=i-Jの可能性がある (])。横に書かれた 「一Jは、文字と断言はできないが、同じタイミングで刻まれて
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いる。泊:梢の堆積は、自然堆積で埋没しており、図示した遺物は、 遺構の中心で各層ごとに出土した。ま

た、Ss-003の [ピットと同一地点にあり、 Ss-003の使用中止後に SE-005を陥削したことが分かる。竪穴

住居跡は6軒検出した。どの住居もカマ ドは検出されなかった。焼土を検出している住居跡もあるため、

上層の撹乱で壊されてしまっている可能性が高い。V区の S1一002からは長胴査と甑が 2セット、 SI-006

からも長胴墾などの生活用品が出土している。これまでの上湯江遺跡の調査では、竪穴住居跡などの居住

のための遺構は検出されておらず、集落の存在が確認できなかったが、今回の調査で奈良 ・平安時代の集

落の存在が明らかになった。また、遺構外ではあるが、水滴の可能性がある小型平瓶が出土している。出

土地点は Ss-004の近接地であるが、小型平瓶が伴う遺構とは断定できない。周辺遺跡での出土例は袖ケ

浦市の永吉台遺跡 (2)があげられるが、君津市では初めての出土である。 小型平瓶は、8世紀代に帰属する。

この泣物の出土により墨書土器等の文字資料が含まれているこ とを念頭に整理作業を実施したが、墨書土

器などは確認されなかった。

4 中近世以降

中世の遺構は、 日区の SE-003であり、常滑系護の口縁部を含む遺物が出土した。近|止の法制は 1IRで

座棺1基、H区で性絡不明遺構 1基、W区で構跡 1条、 井戸1基である。 1区の SZ-OOlは、 山土遺物か

ら18-1並紀末~ [9世紀の座棺である と考えられる。上湯江遺跡内では、 上湯江遺跡皿 (3)で近世に伴う可

能性が高い土坑を検11¥した。SZ-OOIからは櫛が出土したが、被葬者は女性とは限らない (，1)。また、生活

用品ではない餌猪口が出土していることも特徴としてあげられる。近代以降であるが、確認調査で、出土し

た銃弾について触れておく。銃弾は口径が 12.7 IlUIl (5)で、太平洋戦争期のものである。

上i湯江遺跡は、これまで、小規模な調査を進め、多くの調査成果を残してきた。大規模な調査は今回が初

めてである。今回の訓査では非常に時期幅のある遺構、遺物を検出した。微高地上から今まで明らかに

なっていなかった集結が発見され、貞元小学校に向かつて北側に広がっていると考えられる。遺跡、の中心

は、奈良 ・平安時代で、小型平H1Xや刻書土器の出土や、掘立柱建物跡が検出されたことから、識字層がい

る官術や寺院なとーの施設が展開していた可能性も示唆する結果となった。上湯江 ・貞元地区は、古代周准

郡 「湯坐郷Jに属したと推定され、「貞元親王」が土着した伝説も残されている。また、過去の確認調査

では、龍泉窯の青磁片が出土したことから、中世には鎌倉とのつながりが分かつている (6)。その前段階

の時代から都との直接的な関わりがある地域であった可能性も考えられる。近世以降の遺構、造物も出土

し、今後の制査への重要なデータを残すことができた。 しかし、 官街遺構の有無や集落の広がり、古墳の

存在など様々な事項が考えられるが、どれもまだ断定するには早急である。今後の調査で、新たな発見を

符ちたい。

註(1)刻字;一 仁保については14津市文化財布i議会委員の宮本敬一氏にご教示を頂いた。

(2) Wノk吉台追跡、~ 1985 財団法人君沖郡市文化財センター

(3) W平成 26 年度;t:!， tllr 打 1)、l遺跡発抑制査報告書~ 2015 君津市教育委員会

(4)木更津市教育委員会の松本勝氏にご教授を頂いた。
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(5) 袖ケ浦rli教育委員会の能城秀喜氏にご教示を頂いた。

(6) W;岳吉遺跡群確認調査報告書~ 1996 君津市教育委員会

参巧文白人

鎖方正巳tl井戸の考古学~ 2003 株式会社同成社

I ~:j l:iJ英之 『古代出上文字資料の研究~ 2000 株式会社東京佐出版

仁生|工J;I，n之『昨典 哀の与古学~ 2013 株式会社吉川弘文館

、f川rnW塁占上探の研究~ 2000 株式会社吉川弘文節

W'le成 17"下度企阿)R 平和 60年 戦時下の記憶t~ 2005 ，1'; i 1， d i立久向型城祉資料館
『房総における奈良 ・平安時代の出土文字資料 1~ 1991 iJf総!Mse考肯学研究会
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図版 1

1 調査前(西→) 2 調査前(北→)

3. 19T(北→) 4.19T断面(東→)

5.26T断面(西→) 6 確認調査トレンチ掘削(南西→)

7. 13T(南→) 8 確認調査トレンチ(南西→)



(↑阪)阻止組問00lxω，Boloω∞

↑柾)盟問FOOlNω
1
 

司、
、

γMBh九

， 

、
-a
仏吋・、

(↑柾)阻塩門0015010ω

(↑困)阻車So-so-oωト

〈οL
D
 

ヌ
ー
叫

(1Mm恒)堕山boo-N00・5010ωσ
コ

。」(↑旺)民一手同組用紙+刑ET困凶円

N山岳図



円一室図

押
(
 

~:，
I. 

値阻当互
E
 

M
 

，
 

Cコ

，
h

?
 

U
」

C¥l
 

(
 
一一一一

3一二
ιtJedfh与
古
t
毛L
JJ
ω
 
∞
 

ト



図版 4

SE-003遺物出土状況(南→)

. ~主圃 立一一一一-t;
3. SK-008 ・006.007、SX-002断面(南西→)

5. SD-008断面(南東→)

2 

4. SIくー 008・006・007、SX-002完掘(南西→)

6. SD-008完掘(南→)

JEE人
8. SK-011遺物出土状況(北西→)

. 
~号、



E区遺構確認(西→)

3. SD-010遺物出土状況(南西→)

勝?県明脚

，崎司

5. SK-024断面(東→)

"'1' 

7. SK-027・028断面(東→)

2. SD-010断面(南西→)

4. SD-010完掘(南→)

i、.r;....

幡、~、

6. SK-024・025完掘(東→)

8. SK-027・028完掘(東→)

図版 5
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1. N区遺構確認(北東→)

3. SD-017、P-26 断面(東→)

5. SD-007・017断面(西→)
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図版 7

2. N区南東側全景(南東→)

4. SD-017"019断面(南西→)

6. SD-007遺物出土状況(南東→)

8. SE-004全景(東→)



図版 8

SK-043東西断面(南→)

'.弘、 ヘ

'." 

3. SK-044東西断面(南→)

5. SK-044完掘(東→)

4・'.

7. SO-020・023・025断面 (西→)

2. SK-043完掘(南→)

、、
E・E ・---::l

4. SK-044遺物出土状況(南東→)

6. N区南側完掘(南東→)

8. SO-020-025完掘(東→)



小型平瓶出土状況(北西→)

3 

5. S8-001完掘(北西→)

-4 
7. SE-005断面(東→)

図版 9

..字毎% 民

4. S8-001 a柱材残存状況断面(北→)

6. S8-002完掘(北→)

8. SE-005遺物出土状況近景(北→)



図版 10

SE一005長頚壷出土状況(西→)

3. SD-017、SK-056断面(東→)

5. SK-056紡錘車出土状況(西→)

7. N区北部全景(北西→)
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2. SK-054遺物出土状況(南→)

4 
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6. SD一017完掘(西→)

8 作業風景(北東→)



(↑断恒)民訴川村坦司祭刑N0015

(↑隔医)堕日↑col-ω

↑阪)県長刊迫田幹酬明FOOl-ω

ニ昼図

∞
 

(↑傾)田富NOO--ωh
 

(l) 
寸(↑阪#)b白田富FOOl-ωσ
コ

(↑耐)賠樫堪畑凶〉



図版 12

SI-002遺物出土状況近景(北東→) 2. SI-002完掘(東→)

4. Sト003・004完掘(東→)

5. SI-005完掘(南西→) 6. SI-006遺物出土状況(北東→)

7. SI-006遺物出土状況(南→) 8. SI-005・006完掘(南東→)
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図版 14

9図 -3

9図 1

2. SZ-001出土遺物

1. SD-007出土遺物 8図一1 3. SZ-001出土遺物 9図-4

9 0lJ-7 

9国541静

4. SZ-001出土遺物 5. SK-011出土遺物

13回一2 13図 4

13図 3
13図 1

17図 1

13図 6

13図 7

6. SE-003出土遺物 7. SD-010出土遺物



図版 15

26図 5。-2
1. SD-007出土遺物 25図一1 2. SD-020・024出土遺物

27図 3

27函 1

3. SK-043出土遺物 4. SK-044出土遺物

31図-3

図 4

31図 4

5. SK-053出土遺物 6. SK-054出土遺物

32図 3

33図 33図 ー1

7. SK-054出土遺物 8. SK-056出土遺物



図版 16

図 35-2

国 35-1

1. SK-056出土紡錘車 33図 02 2. SE一005出土遺物

3. SE-005出土高台付坪 35図一2 4. SE-005出土長頚壷 35図-3

5. P-73出土遺物 36図ー1 6. P-73出土遺物 36図-2

図37-7

7. SB-004出土遺物及び、小型平瓶 8. N区遺構外出土小型平瓶 37図 7



1. SI-001出土遺物

3. SI一002出土遺物 41図-1

5. SI-002出土遺物 41図-3

43図 3

43図 1
43図 2

43図ー10

7. SI-003・004出土遺物

43国一4

船齢

43図 6

43図 5

図版 17

2. SI-002出土遺物

4. SI-002出土遺物 41図 2

41図-5

41図 -4

6. SI-002出土遺物

8. SI-005出土遺物 45図 1



図版 18

1. SI-006出土遺物 2. SD-028出土遺物 50図-8

3. SD-028出土遺物 50図-5 4. SD-028. SK-067・P-109出土遺物

53図ー11 ，53図 13

53図

置圏・ 。@ 
53国 4

53図 19

5 確認調査出土遺物 6 確認調査出土遺物

53図 7

53図 53図 -9

53図 14

53図 15

53図 16
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